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『小児必用養育草』　―江戸時代の育児書を読む
青 木 太 一

国立国会図書館の蔵書から

　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
は
子
ど
も
の
人
格

の
尊
重
と
幸
福
の
促
進
が
そ
の
趣
旨
と
し
て
謳
わ
れ

て
い
る
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
第
２
条
）。

い
つ
の
世
に
お
い
て
も
我
が
子
の
健
や
か
な
成
長
は

親
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
、
そ
う
し
た
親
の
気
持

ち
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
書
店
に
は
諸
種
の
育
児

書
が
並
ぶ
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
江
戸
時
代
の
育
児
書
と
し
て

著
名
な
香か

つ
き月
牛ぎ
ゅ
う
ざ
ん山
著
『
小し
ょ
う
に児
必ひ
つ
よ
う用
養そ
だ
て育
草ぐ
さ

』（
正
徳

４（
１
７
１
４
）年
刊（
１
）
）
で
あ
る
。
本
書
は
今
日
で
は

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
育
児
書（

２
）と
評
さ
れ
る
が
、
同

時
期
に
刊
行
さ
れ
た
貝か

い
ば
ら原
益え
き
け
ん軒
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

『
養よ

う
じ
ょ
う
く
ん

生
訓
』
に
お
い
て
も
小
児
の
保
養
に
関
す
る
良

書
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
た
。

　

香
月
牛
山
は
明
暦
２（
１
６
５
６
）年
に
筑
前
に
生

ま
れ
、
少
年
時
に
貝
原
益
軒
に
儒
学
を
学
び
、
鶴つ

る
は
ら原

玄げ
ん
え
き益

に
医
学
を
学
ん
だ
後
、
豊
前
中
津
藩
の
医
官
を

勤
め
た
。
そ
の
後
、
京
都
に
移
住
し
、
大
覚
寺
の
親

王
（
霊
元
天
皇
の
皇
子（

３
））
の
奇
病
を
治
し
名
医
と
し

て
の
声
望
を
得
た
。
晩
年
は
小
倉
に
移
り
、
元
文
５

（
１
７
４
０
）年
に
当
地
で
没
し
た
が
、
そ
の
生
涯
で

23
の
著
作
を
世
に
残
し
、
本
書
以
外
に
も
産
科
養
生

書
『
婦ふ

じ
ん人
寿
こ
と
ぶ
き

草ぐ
さ

』（
宝
永
３（
１
７
０
６
）年
刊
）
や

高
齢
者
の
養
生
を
扱
っ
た
『
老ろ

う
じ
ん人
必ひ
つ
よ
う用
養
や
し
な
い

草ぐ
さ

』（
正

徳
６（
１
７
１
６
）年
刊
）
を
著
し
て
い
る
。

　
『
小
児
必
用
養
育
草
』
誕
生
の
経
緯
は
牛
山
の
兄

の
秀
房
に
よ
る
序
文
に
、
人
々
が
子
ど
も
の
養
育
を

今 月 の 一 冊

小児必用養育草
牛山翁香月啓益 （香月牛山） 纂　秋田屋市兵衛[ほか3名]
正徳4（1714）　6冊　23cm<請求記号 W412-N17>

1巻より。産婆が新生児に産湯を使わせる様子が描かれており、新生児は
産婆の脛（はぎ、すね）の上でうつ伏せになっている。筆者の牛山は、当
時の産婆が脛の上に新生児を乗せ、手を乱暴に新生児の背中にあてるなど、
手荒に扱うことを批難している。
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疎
か
に
す
る
状
況
を
嘆
き
、
父
母
向
け
の
育
児
の
手

本
と
し
て
本
書
を
執
筆
し
た
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
書

名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
草
木
が

芽
生
え
開
花
す
る
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
「
養
育
草
」

と
命
名
し
た
と
い
う
。

　
『
小
児
必
用
養
育
草
』
は
全
６
巻
か
ら
成
り
、
１

巻
・
２
巻
は
新
生
児
の
養
育
に
関
す
る
諸
事
項
を
解

説
し
、
３
巻
で
は
小
児
特
有
の
諸
病
が
占
め
、
４
巻
・

５
巻
で
は
主
に
天
然
痘
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
６
巻
で

は
10
歳
ま
で
の
教
育
が
扱
わ
れ
る
な
ど
、
内
容
が
多

岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、
本
書
は
中
国
医
書
を
は
じ
め

数
多
く
の
文
献
や
人
物
の
引
用
・
参
照
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
仮
名
交
じ
り
の
文
体
で
漢
字
に
振
り
仮

名
が
付
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
読
者
層
の
中
心
は

比
較
的
教
養
や
身
分
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

指
摘
が
あ
る（

４
）。

　

以
下
、
当
時
の
育
児
や
小
児
医
療
の
諸
相
が
垣
間

見
え
る
部
分
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
よ
う
。

乳
母
え
ら
び
は
慎
重
に
（
１
巻
）

　

江
戸
時
代
、
都
市
の
富
裕
な
家
庭
で
は
乳
母
を
雇

う
こ
と
が
多
く
、
赤
ん
坊
の
性
質
や
体
質
は
乳
母
に

似
る
と
当
時
の
医
者
や
儒
者
は
考
え
て
い
た（

５
）。『
小

児
必
用
養
育
草
』
で
も
同
様
の
考
え
に
基
づ
き
、
乳

母
の
人
選
や
扱
い
に
つ
い
て
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
乳
母
は
貧
し
い
家
の
出
身
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
生
育
環
境
等
の
違
い
か
ら
性
情
相

1巻より。左に目次（一部）が見え、順に「小児養育の総論」「誕生の説」「児子生れて即時に用る薬
剤の説」「児子取挙様の説」「臍帯を断の説」「産湯の説 付たり 常に浴するの説」が並ぶ。右は序
文の末尾である。「香月五平子秀房」の名が見えるが、これは序文を記した牛山の兄の秀房であり、
秀房の言葉で牛山の経歴や本書執筆の背景等が記されている。

香月牛山（1656-1740）の肖像
武田科学振興財団　杏雨書屋所蔵

2巻表紙
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1巻より。乳母による授乳の様子。乳母は周囲の者と比べて衣類は
質素である。

容
れ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
愛
児
の
養
育
を
任
せ
ら

れ
て
い
る
た
め
、
雇
用
主
で
あ
る
父
母
か
ら
そ
の
我

意
を
許
さ
れ
て
し
ま
い
、家
風
を
乱
し
が
ち
で
あ
る
、

と
注
意
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
乳
母
の
食
事
や
生
活
環
境
へ
の
諸
注
意
も

記
さ
れ
て
お
り
、
乳
母
に
行
儀
作
法
を
教
え
、
種
々

指
図
す
る
こ
と
で
母
乳
の
出
が
悪
く
な
る
と
指
摘
す

る
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
て

い
る
。

天
然
痘
の
療
養
（
４
・
５
巻
）

　

天
然
痘
と
は
無
縁
な
時
代
を
生
き
る
読
者
の
中
に

は
、
全
６
巻
中
の
２
巻
が
天
然
痘
を
主
題
と
す
る
こ

と
に
驚
く
方
も
多
い
は
ず
だ
。
無
論
、
そ
の
比
重
の

大
き
さ
は
天
然
痘
の
猛
威（

６
）の
証
左
で
あ
る
。
江
戸
時

代
に
は
天
然
痘
や
麻
疹
な
ど
伝
染
病
に
関
す
る
様
々

な
資
料
が
出
版
さ
れ
た
。

　

本
書
で
は
闘
病
中
の
禁
忌
物
や
禁
忌
食
も
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
酒さ

さ
ゆ湯
」（
本
書
で
は
「
さ
か

ゆ
」）
と
い
う
当
時
の
医
療
習
俗
に
も
言
及
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
米
の
と
ぎ
汁
に
酒
を
入
れ
て
沸
騰
さ

せ（
７
）、
乾
燥
し
て
痂
か
さ
ぶ
たに
な
っ
た
痘
瘡
に
汁
を
か
け
る
沐

浴
の
こ
と
で
、
痂
を
落
と
す
医
学
的
効
果
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
明
治
以
降
も
庶
民
の
間
で
継
承
さ
れ
た

と
い
う（

８
）。

4巻より。屏風の中には痘瘡で苦しむ幼児が見え、顔の発疹が顕著である。
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熱
中
は
ほ
ど
ほ
ど
に
（
６
巻
）

　

時
代
が
異
な
れ
ば
教
育
の
中
身
や
力
点
も
異
な
る

の
は
当
然
で
あ
る
。

　

学
習
面
に
関
し
て
牛
山
は
、
手
習
い
の
作
法
の
重

要
性
を
説
き
、
さ
ら
に
は
練
習
後
の
道
具
の
後
片
付

け
や
身
だ
し
な
み
の
確
認
の
励
行
を
促
し
て
い
る
。

算
術
に
つ
い
て
も
10
歳
か
ら
の
学
習
を
推
奨
し
、
算

術
は
商
人
の
も
の
で
あ
っ
て
武
士
に
は
不
要
と
い
う

考
え
方
を
否
定
し
て
い
る
。
芸
事
に
関
し
て
は
、
幼

少
期
か
ら
修
得
す
べ
き
教
養
と
し
て
謡う

た
い・
盤
上
（
囲

碁
、
将
棋
、
双
六
な
ど
）・
茶
礼
が
並
ぶ
。
謡
・
乱

舞
に
つ
い
て
は
、
我
が
子
が
上
手
で
周
囲
か
ら
褒
め

ら
れ
て
親
が
夢
中
に
な
り
す
ぎ
る
こ
と
を
戒
め
、
熱

中
は
大
概
に
す
る
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

光
景
は
現
代
で
も
珍
し
く
な
い
。
耳
の
痛
い
読
者
の

方
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
小
児
必
用
養
育
草
』
に
は
こ
の
よ
う
に
興
味
深

い
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
駆
け
足
で
の
紹
介
と

な
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
育
児
書
の
一
端
を
堪
能
し

て
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
あ
る
。

6巻より。手習いの師匠の指導の様子。練
習は朝10回・昼30回・夜10回、手本1つ
の練習に15日間を費やし、5日に1回清書し
て3回目の清書は暗記して書くことが推奨さ
れている。

5巻より。左側には米のとぎ汁を用意するために
忙しなく動きまわる女中の姿が見られる。病児の
症状は落ち着いているようだが、室外の男の表
情は依然として不安げに見える。
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1 なお、牛山の兄の秀房による本書の序文の成立は元禄16（1703）年である。
2 江戸時代に生まれた育児書は、大別すると道徳教育を説く訓育系育児書
と主に医療上の関心から記された医療系育児書の2系統に分けられ、『小児
必用養育草』はこの両方の性質を併せ持っていると評価されている。
梶谷真司「江戸時代の育児書から見た医学の近代化－桑田立齋『愛育茶譚』
の翻刻と考察－」『帝京国際文化』（20）2007.2　pp.65-66<請求記号 Z22-
1546>
3 大本山大覚寺 編『大覚寺史略』大本山大覚寺　1935.5
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1905098/44
4 梶谷真司「江戸時代の育児書の黎明－千村真之『小児養生録』の翻刻と
考察－」『帝京大学外国語外国文化』（1）2008.3　pp.109-111<請求記号 
Z71-V407>
5 森山茂樹、中江和恵 著『日本子ども史』平凡社　2002.5　p.170<請求記
号 GD1-G234>
6 天然痘で犠牲になった小児の数を示す事例として、岐阜県高山の往還寺に
残された過去帳が知られている。それによると、明和8（1771）年から嘉永
5（1852）年の間の物故者6,489人のうち863人が天然痘の犠牲になり、天
然痘による死亡者の9割以上が10歳以下の小児で構成されていた。
須田圭三 著『主要業蹟集』生仁会須田病院　1987.7　pp.88-92,112-118<
請求記号 SC21-E9>

須田圭三 著『飛騨O寺院過去帳の研究　第2部（基礎資料）』生仁会須田
病院　1987.7<請求記号 GB378-6>
川村純一 著『病いの克服　日本痘瘡史』思文閣出版　1999.5　pp.155-
157,160<請求記号 EG244-G119>
7 なお、『小児必用養育草』からは、とぎ汁に鼠の糞を2つ混ぜる場合があっ
たことが分かる。しかし、牛山は、糞の毒性から痘瘡の痕がただれること
があるため、糞の使用を推奨していない。
8 鈴木則子 著『江戸の流行り病　麻疹騒動はなぜ起こったのか』吉川弘文
館　2012.4　pp.39-40<請求記号 EG213-J770>
9 酒井シヅ 著『絵で読む江戸の病と養生』講談社　2003.6　p.93<請求記
号 EG213-H79>
鈴木昶 著『江戸の医療風俗事典』東京堂出版　2000.12　pp.60-61<請求
記号 SC28-G54>
○参考文献
香月牛山 原著、中村節子 翻刻・訳注『小児必用養育草　よみがえる育児の
名著』農山漁村文化協会　2016.3<請求記号 SC411-L131>
香月牛山 原著、中村節子 翻刻・訳注、酒井シヅ 監修『老人必用養草　老い
を楽しむ江戸の知恵』農山漁村文化協会　2011.11<請求記号 SC251-J107>
鈴木昶 著『日本医家列伝　鑑真から多田富雄まで』大修館書店　2013.4<
請求記号 EG234-L24>

江戸時代の天然痘対策

▶赤色で病を乗り切る

▶禁忌食マニュアルで病を乗り切る

（左）『疱瘡心得草』志水軒朱蘭 述　蓍屋善助　寛政10［1798］
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539520/5
『小児必用養育草』4巻には、日本では家族に痘瘡患者がいると神棚を拵えて
御神酒や供物をそなえると記されている。これは江戸時代中期以降から発生し
たとされる疱瘡神の信仰を指し、図のように病児の衣類や玩具、調度品にいた
るまで疱瘡神が好む赤色に改められることで症状が緩和すると信じられた9。

（右）『小児必用養育草』4巻
（左）『疱瘡食物考』池田瑞仙二世（池田霧渓）［著］　
天保11［1840］序
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539449/10
「食物考」を冠する通り、『疱瘡食物考』には痘瘡患者
の食事に関する注意が大半を占める。「諸食物」の項に
は食品がイロハ順で掲載され、画像は「な」から「ま」
の箇所。摂取制限がないものとして「大豆（まめ）」が
挙げられている。そのほか、麦は痘瘡が痂になるまで、
海苔は21日間、兎（うさぎ）は100日間控えるように、
など細かい指示が並ぶ。一方、『小児必用養育草』では
禁忌食は「〇〇の類」といった総括的な表現となってお
り、制限日数の記載も見られない。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539520/5
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539449/10
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国会議事堂の中のカメラと記者
―議会の報道と記録―

議
会
審
議
と
カ
メ
ラ

　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
隣
接
す
る
国

会
議
事
堂
で
は
、現
在
、第
二
〇
一
回
通
常
国
会

の
開
会
中
で
す
。
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
国

会
審
議
や
永
田
町
界
隈
の
様
子
が
映
り
ま
す
。

　

議
会
の
審
議
を
国
民
に
公
開
す
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
に
、
会
議
記
録
の
公
開

や
傍
聴
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
審
議

の
様
子
は
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
、
そ
の
中
で
現

れ
る
写
真
や
映
像
が
読
者
・
視
聴
者
の
有
す
る

国
会
の
イ
メ
ー
ジ
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
紙
上
で
見
て
い

る
審
議
の
様
子
は
、
ど
の
よ
う
に
撮
影
さ
れ
て

い
る
の
か
？　

本
会
議
場
の
中
で
、
カ
メ
ラ
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
？　

国
会
に
出
入
り
す
る
記

者
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？

　

議
場
内
部
で
の
審
議
の
様
子
が
写
真
を
通
じ

て
本
格
的
に
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

（
一
部
の
例
外
は
あ
り
ま
す
が
）
帝
国
議
会
当

時
の
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
や
そ
れ
を
操
る
記
者
は
―
―
他
社
の

そ
れ
に
映
り
込
む
こ
と
も
あ
る
と
は
い
え
―
―

い
わ
ば
黒
子
の
存
在
で
す
。
議
会
の
審
議
を
伝
え

る
カ
メ
ラ
と
記
者
を
、
そ
の
動
線
や
記
者
自
身
の

声
に
注
目
し
、
歴
史
を
往
き
来
し
つ
つ
追
っ
て
み

る
こ
と
が
今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

第3回

写真を読む
資料の世界の歩き方

葦
あ し な

名  ふ み

2 「昨日の衆議院本会議（魚眼レンズ撮影）」『東京朝日新聞』
1936 年 5 月 7 日 < 請求記号 Z81-1>

1 第 69 回帝国議会　1936 年 5 月 6 日　
広田弘毅首相の施政方針演説中に水さし
からコップに水を注ぐ瞬間を捉えた写真。
議長席に富田幸次郎議長。『仮議事堂記念
写真』[ 衆議院 ] ＜請求記号 YKA11-19>
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本
会
議
場
を
写
す
カ
メ
ラ
は
ど
こ
に
あ
る
か
？

　

今
日
、
国
会
の
衆
参
両
院
の
議
場
や
委
員
会

室
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
は
、
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。

　

第
一
に
、
衆
議
院
・
参
議
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
さ
れ
る
審
議
中
継
の
た
め
に
、
各
議
院

が
設
置
し
て
い
る
カ
メ
ラ
で
す
。
複
数
台
の
自
動

カ
メ
ラ
（
画
像
３
参
照
）
で
撮
影
さ
れ
、
切
り
替

え
に
よ
っ
て
審
議
映
像
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

第
二
に
、
新
聞
社
、
通
信
社
、
テ
レ
ビ
局
、

ラ
ジ
オ
局
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社
等
に
所
属
す

る
報
道
各
社
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
る
映
像
や
音

声
、
写
真
で
す
。
こ
れ
ら
は
原
則
的
に
は
本
会

議
場
や
委
員
会
室
に
設
け
ら
れ
た
所
定
の
記
者

席
か
ら
収
録
さ
れ
ま
す
。

　

話
者
に
焦
点
を
当
て
て
、
発
言
者
を
正
確
に

記
録
す
る
（
各
院
の
）
映
像
に
比
べ
る
と
、
報

道
各
社
の
映
像
は
、
次
の
発
言
者
や
聞
い
て
い

る
議
員
の
姿
を
ア
ッ
プ
で
写
す
な
ど
、
相
対
的

に
は
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
が
利
い
て
い
ま
す
。

記
者
の
場
所
取
り

　

あ
る
報
道
社
の
国
会
担
当
の
取
材
撮
影
部
所

属
の
記
者
の
言
で
す

（
１
）

。

国
会
は
、
本
会
議
、
委
員
会
な
ど
動
き
が
無
く

各
社
同
じ
映
像
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
独
自
性
・

差
別
化
し
な
く
て
は
、
平
凡
な
映
像
に
な
っ
て

し
ま
う
。

　

他
社
と
の
差
異
化
を
図
り
つ
つ
、
読
者
に
伝

わ
る
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
た
場
合
、
被
写
体
の

選
定
に
加
え
て
、
記
者
の
場
所
取
り
が
重
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
議
場
の
構
造
を
三
層
に
見
立
て
、
議
員

の
座
席
を
議
場
の
一
層
部
分
と
考
え
た
場
合
、

記
者
席
は
二
層
に
、
公
衆
席
、
外
交
官
席
、
公

務
員
席
、
貴
賓
席
、（
他
院
の
）
議
員
席
等
は

三
層
に
あ
た
り
ま
す
（
上
イ
ラ
ス
ト
）。

　

注
目
の
審
議
な
ど
で
は
記
者
席
の
エ
リ
ア

も
混
雑
し
ま
す
。
記
者
席
の
中
で
も
前
列
に

は
、
写
真
や
映
像
の
専
門
記
者
が
、
後
列
に
い

わ
ゆ
る
ペ
ン
の
記
者
（
報
道
記
者
）
が
入
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
国
会
や
官
邸
に
出
入
り

す
る
記
者
だ
け
に
、
重
い
機
材
を
扱
う
記
者
で

あ
っ
て
も
、
彼
ら
／
彼
女
ら
の
服
装
が
比
較
的

フ
ォ
ー
マ
ル
な
の
が
印
象
的
で
す
。

3 現議事堂の衆議院議場平面図（竣工当時の図面）『帝国議会
議事堂建築報告書』［本編］［附図］　[ 大蔵省 ] 営繕管財局 編集・
発行　1938< 請求記号 758-145>

議員席等

ホームページでの
中継用のカメラ

記者席

公衆席（傍聴者の席）等
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昭
和
二
三
年
の
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン　

　

昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
、
報
道
社
の
写

真
記
者
だ
け
が
集
う
座
談
会
と
い
う
珍
し
い
企

画
に
お
い
て
、
国
会
の
撮
影
に
つ
い
て
語
り
合

わ
れ
て
い
ま
す

（
２
）
。
場
所
取
り
の
重
要
性
を
語
る

次
の
言
は
、
今
日
に
通
じ
る
よ
う
で
す
。

小
川
三
郎
（
朝
日
新
聞
社
写
真
部
）：
カ
メ
ラ

マ
ン
は
よ
い
席
が
と
れ
な
け
れ
ば
記
者
の
後
に

立
つ
て
や
る
、
自
分
達
も
常
に
よ
い
席
は
狙
つ

て
い
る
の
で
す
が
ね
。

　

警
務
上
、
安
全
上
の
目
的
か
ら
、
撮
影
に
は

議
長
や
委
員
長
の
権
限
に
お
い
て
、
一
定
の
許

可
を
要
し
ま
す
。 

秩
序
保
持
上
、
施
設
管
理
上

の
制
限
が
生
じ
る
の
は
議
事
堂
の
中
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
者
の
側
に
は
、

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
種
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。

安
保
久
武
（
毎
日
新
聞
社
写
真
部
）：
あ
の
新
憲

法
通
過
の
時
に
、
私
の
方
じ
や
ど
う
し
て
も
写
真

が
撮
れ
な
い
、
な
ん
と
か
し
て
ほ
か
の
ア
ン
グ
ル

を
か
え
て
撮
ろ
う
と
思
つ
て
一
階
へ
降
り
て
行

き
ま
し
た
。
な
ん
と
か
他
の
方
法
で
と
思
つ
て
恰

度
議
長
席
の
後
が
あ
い
て
い
た
、
議
長
席
の
後
、

議
長
席
の
腰
か
け
の
そ
の
横
の
ド
ア
ー
を
半
分

あ
け
て
み
て
い
る
と
、
役
人
が
そ
こ
に
つ
い
て
い

て
う
る
さ
く
て
と
れ
な
い
、
み
つ
か
れ
ば
文
句
を

い
う
に
決
ま
つ
て
い
る
、
そ
れ
で
ド
ア
ー
を
あ
け

て
、
カ
メ
ラ
が
一
台
入
る
位
い
に
し
て
そ
の
間
か

ら
撮
ら
う
と
し
た
ら
も
う
一
人
守
衛
が
立
つ
て

い
て
ピ
ン
ト
が
ど
う
し
て
も
狂
う
、
と
に
か
く
カ

メ
ラ
を
持
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
と

て
も
彼
等
は
神
経
を
使
う
で
す
。
や
つ
と
苦
心
し

て
撮
つ
た
わ
け
で
す
が
、
と
に
角
カ
メ
ラ
は
指
定

さ
れ
た
以
外
の
場
所
か
ら
撮
つ
て
は
失
礼
だ
と

い
う
頭
が
あ
る
、
そ
ん
な
考
え
が
非
常
に
強
い
の

で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
あ
の
役
人
の
頭
を
な
ん

と
か
し
な
け
れ
ば
新
し
い
国
会
の
写
真
は
出
来

な
い
で
す
。

宮
崎
安
昌
（
読
売
新
聞
社
写
真
部
）：
議
会
と

い
う
と
こ
ろ
は
三
脚
を
つ
け
て
撮
ら
な
け
れ
ば

駄
目
な
の
で
す
、
し
か
し
記
者
席
へ
三
脚
は
い

け
な
い
と
い
う
規
則
が
あ
る
、
僕
ら
は
そ
れ
を

知
ら
な
か
つ
た
、
三
脚
を
持
つ
て
い
つ
た
ら
い

か
ん
と
い
う
守
衛
の
お
達
し
で
、
何
い
つ
て
や

が
ん
だ
い
と
守
衛
と
喧
嘩
し
た
わ
け
で
す
（
後

略
）

4 第 69 回帝国議会の貴族院の本会議場（1936 年 5 月、第三次仮議事堂）。2 階席でカメラを構える記者の姿が捉えられている。
千葉功 監修 、尚友倶楽部・長谷川怜 編『貴族院・研究会写真集　尚友倶楽部所蔵』尚友倶楽部　2013< 請求記号 AZ-244-L5>

（
絵
・
正し

ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月

）
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現議事堂の本会議場の照明

　

撮
影
の
際
、
光
量
の
確
保
は
基
本
の
一
つ

で
す
。

　

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
一
一
月
に
竣

工
な
っ
た
現
在
の
議
事
堂
の
本
会
議
場
で
は
、

明
り
取
り
と
意
匠
の
両
面
を
兼
ね
て
、
美
麗

な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
天
窓
が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
上
部
に
は
、
照
明
が

隠
れ
て
い
ま
す
。
竣
工
時
、
一
〇
〇
Ｗ
の
白

熱
灯
が
四
一
六
灯
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
３
）（
画

像
５
、６
）。

　

現
在
は
、
八
六
Ｗ
の
蛍
光
灯
が
五
五
六
本

設
置
さ
れ
、
二
段
階
で
明
る
さ
の
調
節
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
（
４
）
。

　

他
方
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
灯
は
二
〇
灯
あ
り
、

創
建
時
は
一
灯
に
つ
き
一
五
〇
Ｗ
の
白
熱
灯

五
個
が
傘
の
中
に
入
っ
て
い
た
の
に
対
し
、

現
在
は
一
灯
に
つ
き
、
約
一
〇
Ｗ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
が
五
個
入
っ
て
い
ま
す
（
画
像
９
、
10
）。

　

し
か
し
、
撮
影
に
必
要
な
明
る
さ
を
保
つ

た
め
、
報
道
社
が
持
ち
込
ん
だ
照
明
機
材
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

9 掃除や電球交換を行う際はペンダント灯
がワイヤーで下ろされる。
10 LED 電球が使われている。
衆議院事務局 編『国会議事堂新ガイド
ブック　移りゆく白亜の議事堂』衆栄会　
2017< 請求記号 KA272-L26>

7

8

910

創建時

現在

6 5

5 照明の構造図
6 「議場ステインド硝子天井上
部ニ施設セル電灯群」

（書誌事項は 3 に同じ）

7 参議院議場天井のステンドグラス
参議院事務局提供
8 衆議院議場天井のステンドグラス
衆議院ホームページ http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.

nsf/html/statics/topics/gijidophoto.htm

http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.nsf/html/statics/topics/gijidophoto.htm
http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.nsf/html/statics/topics/gijidophoto.htm
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議
事
堂
内
で
の
記
者
の
動
線

　

議
事
堂
内
で
の
記
者
の
動
線
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

遡
れ
ば
、
地
盤
の
強
さ
な
ど
諸
々
の
利
点
か

ら
わ
が
国
の
帝
国
議
会
の
議
事
堂
を
、
現
・
所

在
地
の
永
田
町
に
置
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
は

明
治
二
〇
年
頃
の
こ
と
で
す

（
５
）
。

　

し
か
し
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
議

会
開
設
を
控
え
て
、
日
比
谷
（
現
・
経
済
産
業

省
の
場
所
）
に
「
仮
」
議
事
堂
を
置
き
ま
す
。

不
慮
の
火
災
に
よ
り
、
二
度
の
再
建
を
経
て
永

田
町
へ
の
移
転
・「
本
」
議
事
堂
竣
工
ま
で
に
、

四
六
年
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

一
方
、「
本
」
議
事
堂
の
計
画
は
、
議
院
建

築
調
査
会（

６
）（
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
設
置
）

に
お
い
て
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す

（
７
）
。

　

議
院
内
の
出
入
記
者
か
ら
な
る
団
体
「
議
院

内
同
盟
新
聞
社
通
信
社（

８
）」
が
提
出
し
た
「
議
院

建
築
設
計
ニ
付
願（

９
）」（
大
正
六
年
九
月
）
と
い

う
意
見
書
は
記
者
た
ち
の
新
議
事
堂
へ
の
期
待

（
あ
る
い
は
現
在
の
状
況
へ
の
不
満
）
が
、
端
的

に
言
え
ば
、
記
者
の
居
場
所
と
、
所
属
す
る
社

ま
で
原
稿
を
届
け
る
ア
ク
セ
ス
の
改
善
に
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　

こ
の
意
見
書
に
は
、
記
者
が
集
ま
る
取
材
拠

点
の
確
保
、
記
者
席
の
確
保
、
一
般
公
衆
傍
聴

人
と
の
動
線
の
区
別
と
い
っ
た
要
望
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
議
院
付
属
の
建
物
と
し
て
二
階
建
て
、
延
べ

二
〇
〇
坪
以
上
の
建
築
を
同
盟
新
聞
記
者
倶
楽

部
に
貸
与
し
、
内
部
の
構
造
は
記
者
倶
楽
部
の

自
治
の
経
営
に
一
任
す
る
こ
と

②
付
属
建
築
が
絶
対
不
可
の
場
合
は
最
階
下
に

総
面
積
二
〇
〇
坪
以
上
で
光
線
射
入
の
室
を
貸

与
し
、
自
治
に
一
任
す
る
こ
と

③
衆
議
院
の
記
者
傍
聴
席
近
接
の
場
所
に
二
〇

坪
以
上
、
貴
族
院
に
お
い
て
は
三
〇
坪
以
上
の
一

室
を
記
者
控
室
と
し
、
電
話
を
設
備
す
る
こ
と

④
両
院
に
お
い
て
新
聞
記
者
の
傍
聴
席
は
別
に

一
区
画
を
な
す
こ
と
は
絶
対
に
不
可
、
二
階
公

衆
傍
聴
席
前
面
に
二
〇
〇
席
を
設
備
し
、
一
般

公
衆
席
と
の
区
画
を
厳
重
に
す
る
こ
と

⑤
両
院
と
も
記
者
傍
聴
席
へ
専
用
通
路
を
設
け

る
こ
と

⑥
記
者
傍
聴
席
よ
り
記
者
倶
楽
部
へ
送
稿
機
関

を
設
備
す
る
こ
と

記
者
と
一
般
傍
聴
人
の
動
線
の
区
別

　

④
の
要
望
は
、「
絶
対
に
不
可
」
と
、力
が
入
っ

て
い
ま
す
が
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
当
時

11 貴族院議場の傍聴席（第一次仮議事堂）
『帝国議事堂写真』1 帖　宮内庁書陵部図書寮文庫蔵　B9-34
第一次仮議事堂は 1890-1891 年に存在
https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Viewer/1000520790000/75fffb32075143129941d575b3bc5

aa8

（上から）
12 傍聴に際して預けられた傍聴人の帽子が
ひしゃげた様子「カメラの登院（15）」『東
京朝日新聞』1935 年 2 月 7 日＜請求記号
Z81-1 ＞
13 傍聴を待つ人々の行列　1936 年頃（書
誌事項は 1 に同じ）

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Viewer/1000520790000/75fffb32075143129941d575b3bc5aa8
https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Viewer/1000520790000/75fffb32075143129941d575b3bc5aa8
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の
本
会
議
場
に
お
い
て
、
今
日
の
よ
う
に
記
者

と
傍
聴
人
の
通
路
が
分
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
念
頭
に
置
く
と
、
理
解
し
や
す
い
も
の
で

す
。

　

当
時
の
第
二
次
仮
議
事
堂
の
本
会
議
場
で

は
、
議
員
席
を
一
階
と
見
立
て
る
と
、
公
衆
の

傍
聴
席
や
記
者
の
傍
聴
席
は
二
階
席
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
。「
本
」
議
事
堂
で
は
、
傍
聴
席

の
一
部
に
記
者
席
を
置
く
の
で
は
な
く
、
傍
聴

者
よ
り
前
の
席
に
記
者
の
席
を
置
き
、
動
線
や

通
路
を
区
別
し
つ
つ
、
前
側
の
席
を
確
保
し
て

欲
し
い
と
い
う
要
望
で
す
。

速
報
性

　

今
も
昔
も
、
議
会
審
議
の
報
道
に
は
、
速
報

性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

大
正
末
期
に
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
の
ち

に
著
名
な
政
治
記
者
と
な
っ
た
有
竹
修
二
は
、

帝
国
議
会
時
代
を
振
り
返
り
、
質
疑
予
定
者
に

前
日
取
材
に
い
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
ま
す
。

貴
族
院
の
本
記
（
本
会
議
場
の
記
事
）
も
担
当

し
た
。
こ
れ
は
、
毎
日
、
午
前
十
時
に
、
正
確

に
開
会
さ
れ
、
議
事
が
始
ま
る
の
で
、
つ
ら
か
っ

た
。
議
事
が
始
ま
っ
て
か
ら
遅
れ
て
ゆ
く
と
、

記
事
が
追
っ
つ
か
な
い
。
本
会
議
で
も
予
算
委

14 貴族院議場
（書誌事項は 11 に同じ）

議事堂の変遷

明治 23（1890）年　第一次仮議事堂

明治 24（1891）年　第二次仮議事堂

大正 14（1925）年　第三次仮議事堂

15 『東京名所写真帖』尚美堂　1910
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/764232/12

16 『帝国議会仮議事堂建築記念』光明社　1925
< 請求記号 YQ2-1621>

　

現
在
、
首
相
官
邸
の
ほ
ど
近
く
、
国
会
に

近
接
し
た
場
所
に
「
国
会
記
者
会
館
」
が
あ

り
ま
す
。
実
は
、
こ
う
し
た
記
者
の
詰
所
・

拠
点
の
歴
史
は
、
第
一
回
帝
国
議
会
に
遡
り
、

わ
が
国
の
議
会
制
の
開
始
と
と
も
に
あ
り
ま

す
。

　

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
一
月
、
初

代
議
事
堂 

（
在
・
日
比
谷
）
の
衆
議
院
通
用
門

右
隣
の
三
〇
坪
の
空
き
地
が
貸
与
さ
れ 

、
二

階
建
て
の
新
聞
社
・
通
信
社
の
詰
所
が
置
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
設
計
は
議
事
堂
と
同
じ

技
師
が
担
当
し
ま
し
た
（
１
０
）。

　

こ
の
詰
所
は
、
議
事
堂
を
全
焼
さ
せ
た
明

治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
一
月
の
火
事
で
も

焼
失
を
免
れ
ま
し
た
（
１
１
）。
増
築
、
永
田
町
へ
の

移
転
、
戦
災
、
再
建
、
戦
後
の
火
事
を
経
て
（
１
２
）、

旧
衆
議
院
議
員
会
館
の
敷
地
に
移
り
ま
し
た
。

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
に
は
現
在
も
用

い
ら
れ
て
い
る
国
会
記
者
会
館
が
竣
工
し
ま

し
た
。

　

現
在
も
国
会
審
議
や

政
局
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、

同
会
館
に
お
い
て
読
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

記者の詰め所・
取材拠点

現在の国会記者会館（筆者撮影）

昭和 11（1936）年　現在の国会議事堂

17 現議事堂実物模型（書誌事項は 3 に同じ）
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19 外装工事中の現議事堂　1930 年 7 月（書誌事項は 3 に同じ）

員
会
で
も
、
質
問
演
説
を
す
る
人
間
を
よ
く
知

り
、
そ
の
人
の
日
ご
ろ
の
論
調
を
承
知
し
て
い

る
と
記
事
を
書
く
の
が
楽
で
あ
る
。
筆
者
は
、

そ
こ
で
考
え
た
。
質
問
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
通

告
順
で
、
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
質
問
を
す
る

前
日
、
本
人
の
う
ち
を
訪
問
し
て
、
君
は
あ
し

た
ど
ん
な
こ
と
を
き
く
か
、
と
き
く
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る

（
１
３
）

 

　

新
聞
社
や
通
信
社
の
記
者
は
、
公
的
な
速
記

録
（
本
会
議
の
場
合
は
帝
国
議
会
時
代
に
は
翌

日
に
刊
行
）
を
読
ん
で
い
て
は
間
に
合
わ
な
い

た
め
、
本
会
議
や
委
員
会
の
質
疑
を
実
地
で
聞

き
、
入
れ
な
か
っ
た
委
員
会
に
つ
い
て
は
政
府

委
員
や
議
員
を
つ
か
ま
え
て
確
認
し
つ
つ

（
１
４
）、
当

日
中
の
所
定
の
時
間
ま
で
に
記
事
を
ま
と
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

記
事
の
電
送
シ
ス
テ
ム
も
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
頃
の
こ
と
で
す
。
記
事
作
成
の
労
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
ナ
ロ
グ
な
手
段
で
そ
の

記
事
や
フ
ィ
ル
ム
を
社
に
輸
送
す
る
ス
ピ
ー
ド

も
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。戦
後
に
入
っ

て
も
、
あ
る
記
者
の
回
想
記
に
、
国
会
の
中
で

「
新
聞
、通
信
社
の
赤
い
腕
章
を
つ
け
た
」ス
タ
ッ

フ
が
「
原
稿
を
ワ
シ
づ
か
み
に
し
て
走
っ
て
い

る
（
１
５
）」
と
い
っ
た
描
写
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

18 各国の議事堂の輪郭図
大熊喜邦『世界の議事堂』洪洋社　1918
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/956669/13

（上から）20 現議事堂の議場造作工事（椅子）、
21 議場木造床構造図 （書誌事項は 3 に同じ）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/956669/13
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昭
和
一
一
年
の
竣
工

　

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
一
一
月
に
竣
工

し
た
現
議
事
堂
の
本
会
議
場
で
は
、
先
述
し
た

と
お
り
、
記
者
席
と
傍
聴
席
が
別
の
高
さ
（
動

線
）
に
設
け
ら
れ
、
記
者
専
用
階
段
と
傍
聴
人

専
用
階
段
を
分
け
、
出
入
口
が
別
に
な
り
ま
し

た
。
控
室
も
そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
人
の
控
室
（
三
階
）

と
記
者
の
事
務
室
（
中
三
階
）
を
別
に
設
け
、

傍
聴
人
の
混
雑
に
記
者
が
影
響
を
受
け
る
事
態

は
減
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

議
場
の
記
者
席
に
は
、
水
目
櫻
の
丸
形
回

転
椅
子
（
貴
族
院
九
六
脚
・
衆
議
院
九
三

脚
）
が
置
か
れ
、
新
聞
記
者
事
務
室
（
控

室
）
と
し
て
記
者
階
段
を
結
ぶ
廊
下
に
面
し
た

三
〇
・
九
三
八
坪
の
部
屋
が
二
つ
設
け
ら
れ
ま

し
た

（
１
６
）。

　

そ
の
他
、
議
場
記
者
席
背
後
か
ら
通
路
、
一

階
を
通
じ
て
原
稿
等
を
運
ぶ
気
送
管
を
設
け

（
画
像
23
）、
記
者
席
は
「
二
重
手
摺
と
し
て
前

面
の
高
さ
を
減
じ
感
じ
を
軽
く
す
る
と
共
に
、

記
者
席
よ
り
誤
ち
て
落
下
せ
る
物
品
を
前
面
手

摺
上
部
の
溝
に
て
受
け
し
め
、
危
険
を
防
ぐ
考

案
」
と
す
る
こ
と
な
ど
（
画
像
24
）
新
た
な
工

夫
も
こ
ら
さ
れ
ま
し
た

（
１
７
）。

記
者
の
不
満

　

し
か
し
、
新
議
事
堂
の
お
披
露
目
後
、
中
に

は
旧
議
事
堂
に
対
す
る
郷
愁
を
感
じ
た
記
者
も

い
た
よ
う
で
す
。

 （上から）22 竣工直後の衆議院本会議場。座席にはまだ白い
布がかぶせられている。　『工事画報』1936 年 11 月　工事
画報社 編 (『土木建築工事画報』アテネ書房 1995< 請求記号
Z16-B330>）、23 気送管中央受送所（書誌事項は 3 に同じ）

議員の顔写真

26 右から二人目が河野広中。
衆議院事務局 編『衆議院要覧 下巻』衆議院事務
局 1917
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1653714/110

25 『衆議院要覧』の改訂のために、衆議院事務
局議事課から議員（河野広中）に対し新しい履歴
と新しい写真を求めた依頼文書。

「議員要覧更正ノタメ履歴照会」＜河野広中関係
文書　書類の部 673 ＞

24 衆議院議場の記者席。丸椅子、簡易な机、手摺の溝が見える。
（書誌事項は 3 に同じ）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1653714/110
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こ
の
堂
々
た
る
議
事
堂
は
表
か
ら
見
た
姿
は
い

か
に
も
立
派
だ
が
、
中
の
こ
し
ら
え
が
、
ま
こ

と
に
不
便
に
出
来
て
い
て
、
こ
の
中
で
、
実

際
働
く
も
の
に
と
っ
て
は
、
実
に
手
勝
手
が
悪

か
っ
た
。

衆
議
院
か
ら
貴
族
院
（
い
ま
の
参
議
院
）
へ
ゆ

く
の
が
め
ん
ど
う

（
１
８
）。

　

日
比
谷
の
第
三
次
仮
議
事
堂
と
比
べ
、
敷
地

面
積
は
、二
・
六
倍
、建
物
の
延
べ
（
床
）
面
積
は
、

約
二
・
二
倍
と
な
っ
て
お
り

（
１
９
）、
記
者
の
歩
行
距

離
が
増
え
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。

　

衆
議
院
予
算
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
委
員
会

室
（
現
議
事
堂
で
は
第
一
委
員
室
（
画
像
28
））

が
記
者
に
と
っ
て
は
相
対
的
に
手
狭
に
感
じ
ら

れ
た
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
国
会
の
機
能
と
し
て
、
も
っ
と
も
枢

要
な
役
割
り
を
演
じ
て
い
る
衆
議
院
予
算
委
員

会
室
が
、
案
外
手
狭
で
記
者
活
動
に
不
便
だ
っ

た
。
む
し
ろ
、
日
比
谷
裏
の
旧
議
事
堂
の
予
算

委
員
室
の
方
が
、広
い
感
じ
で
、働
き
よ
か
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
え
ば
い
い
よ
う
に
出
来
て

い
る
、
と
い
う
の
だ
が
、
要
す
る
に
記
者
た
ち

に
は
、
旧
議
事
堂
の
方
が
万
事
に
便
利
で
勝
手

が
い
い
と
思
わ
れ
た

（
２
０
）

  

28 現議事堂の衆議院第一委員室
衆議院ホームページ
http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.nsf/html/
statics/topics/gijidophoto.htm

29 第三次仮議事堂の予算委員
会での記者たち

「カメラの登院（9）」『東京朝日
新聞』1935 年 2 月 7 日 < 請求
記号 Z81-1>

27 第三次仮議事
堂の予算委員会　
1936 年頃

（書誌事項は 1 に
同じ）

http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.nsf/html/statics/topics/gijidophoto.htm
http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.nsf/html/statics/topics/gijidophoto.htm
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現
議
事
堂
の
記
者
控
室
を
め
ぐ
っ
て　

　

特
に
待
機
・
作
業
場
所
と
も
な
る
記
者
の
控

室
に
つ
い
て
は
、
違
和
感
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

議
場
二
階
の
真
後
ろ
に
、
新
聞
記
者
控
室
と
札

を
掲
げ
た
か
な
り
広
い
ガ
ラ
ン
と
し
た
殺
風
景

な
大
部
屋
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
政

党
さ
え
、
各
党
控
室
は
、
別
々
に
区
切
ら
れ
て

い
る
。
当
然
の
話
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
、
新
聞

社
と
い
え
ば
、
各
社
と
も
、
猛
烈
な
ニ
ュ
ー
ス

合
戦
を
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
き
り
も
な

い
ガ
ラ
ン
と
し
た
部
屋
で
何
を
ど
う
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か

（
２
１
）。

　

こ
の
記
者
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
ガ
ラ
ン
と
し

た
」
部
屋
は
、
図
面
上
で
は
（
画
像
30
）
に
あ

る
二
つ
の
「
事
務
室
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　

首
相
番
（
首
相
や
内
閣
担
当
）
の
記
者
に
は
、

議
会
内
の
内
閣
総
理
大
臣
室
の
近
く
に
記
者
室

が
な
い
こ
と
が
不
満
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
当
時
、
滝
正
雄
法
制

局
長
官
時
代
に
、「
法
制
局
長
官
室
」
と
い
う
札

が
下
が
っ
て
い
た
部
屋
か
ら
記
者
た
ち
が
勝
手

に
そ
の
札
を
は
ず
し
、
内
閣
記
者
室
と
し
て
使
い

始
め
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
た
め
、
内
閣
書
記
官
長

（
風
見
章
）
と
法
制
局
長
官
が
同
じ
部
屋
を
使
う

こ
と
に
な
っ
た
、
と
の
回
想
が
あ
り
ま
す

（
２
２
）。

　

確
か
に
、
竣
工
当
時
の
図
面
で
は
、「
法
制

局
長
官
室
」に
な
っ
て
い
た
部
屋（
画
像
31
）は
、

今
日
で
は
官
邸
担
当
の
記
者
ク
ラ
ブ
（
内
閣
記

者
会
）
が
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

中
三
階
の
大
部
屋
に
記
者
の
溜
ま
り
場
を
予

定
し
て
い
た
竣
工
当
時
の
想
定
と
異
な
り
、
記

者
（
ク
ラ
ブ
）
の
控
室
は
、
今
日
、
随
所
に
散

ら
ば
っ
て
い
ま
す
（
左
表
）。

31 現議事堂本館 2 階平面図
（書誌事項は 3 に同じ）

記者クラブ名 主な場所

国会記者会（国会記者ク
ラブ）

国会記者会館

映 放 ク ラ ブ　 ＊ テ レ ビ
ニュース社、ニュース映
画社

衆議院本館中 3 階

民放クラブ（国会放送記
者会）＊ラジオニュース

衆議院本館中 3 階

（衆議院）記者クラブ 衆議院本館 3 階

共産党記者クラブ 衆議院本館 3 階

参議院記者会 参議院本館 3 階

内閣官邸記者クラブ（内
閣記者会）（永田町クラ
ブ）国会別室

衆議院側の本館 2
階

両院記者会 衆議院正門横の警
備員室の隣

国会クラブ 衆議院別館 3 階

国会写真記者クラブ
＊写真記者

衆議院本館 1 階　

平河クラブ 衆議院本館 2 階

野党クラブ 衆議院本館 2 階

日本専門新聞記者会 衆議院分館 1 階

30 現議事堂本館中 3 階平面図。二つの事務
室が見える。

（書誌事項は 3 に同じ）

［注記］『国会要覧』第 66 版、国政情報センター、
2020、宇多川敬介『日本人が知らない「新聞」
の真実』祥伝社、2013 等を参考に筆者作成。場
所は不変ではなく、時期により動くことがある。

国会議事堂内部の記者（クラブ）の控室
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ラ
ジ
オ
・
映
像
ニ
ュ
ー
ス
の
記
録　

　

議
会
の
報
道
と
い
え
ば
、
長
ら
く
、
新
聞
が

中
心
で
し
た
。
映
像
や
写
真
に
よ
る
報
道
は
議

会
制
の
草
創
期
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

例
え
ば
議
会
に
お
け
る
議
事
の
公
的
報
告
と

民
間
報
道
と
の
関
係
に
拮
抗
関
係
が
あ
っ
た
英

国
に
お
い
て
、
新
聞
記
者
を
議
場
に
入
れ
た
の

は
一
八
〇
三
年
に
遡
り
ま
す
が
、
報
道
カ
メ
ラ

マ
ン
に
写
真
報
道
を
許
し
た
の
は
一
九
六
六
年

四
月
二
一
日
の
こ
と
で
す

（
２
３
）。

　

音
声
・
映
像
に
よ
る
放
送
の
開
始
と
な
る

と
、
こ
れ
も
各
国
で
差
が
あ
り
、
前
述
の
英
国

議
会
で
は
、
一
九
七
八
年
の
ラ
ジ
オ
（
中
継
）、

一
九
八
五
年
の
テ
レ
ビ
（
中
継
） 

と
、
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
の
技
術
普
及
よ
り
か
な
り
遅
れ
ま
す
。

議
会
審
議
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
重
視
に
な
っ
て

し
ま
う
危
険
性
な
ど
、
諸
事
情
を
加
味
し
、
議

会
で
反
対
が
続
い
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た

（
２
４
）。

　

わ
が
国
で
は
、
ラ
ジ
オ
・
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で

の
審
議
音
声
・
映
像
の
放
送
は
、
貴
族
院
・
衆

議
院
と
も
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
一
一
月

一
七
日
の
東
条
英
機
首
相
の
施
政
方
針
演
説
に

遡
り
ま
す
。
貴
族
院
で
の
施
政
方
針
演
説
は
、

同
日
一
九
時
の
「
第
七
十
七
議
会
に
お
け
る
内

閣
総
理
大
臣
の
一
般
施
政
方
針
演
説
（
録
音
） 

」 

と
い
う
ラ
ジ
オ
番
組
と
し
て
そ
の
音
声
が
流
さ

れ
ま
し
た

（
２
５
）。
衆
議
院
の
同
日
午
後
の
演
説
は
、

映
像
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
、
日
本
ニ
ュ
ー
ス
（
映

像
）
の
一
部
と
し
て
、公
開
（
映
画
館
等
で
封
切
）

さ
れ
ま
し
た

（
２
６
）。 　
　
　
　
　

　

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
一
一
月 

開
会
の

第
八
九
回
帝
国
議
会
（
一
一
月
二
八
日
、
衆
議

院
で
の
幣
原
首
相
の
演
説
）
の
放
送
が
通
信
社

の
原
稿
に
頼
ら
ず
、
放
送
局
自
身
の
手
で
議
会

ニ
ュ
ー
ス
を
編
集
・
放
送
を
し
た
こ
と
の
嚆
矢

と
な
っ
て
い
ま
す

（
２
７
）。

議
会
に
お
け
る
目
の
記
録
と
耳
の
記
録

　

カ
メ
ラ
は
、
会
議
録
な
ど
の
文
字
に
よ
る
審

議
の
記
録
と
並
ん
で
、
国
民
の
審
議
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
畢

竟
、
カ
メ
ラ
や
記
者
の
見
聞
は
読
者
や
視
聴
者
、

ひ
い
て
は
国
民
の
目
や
耳
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
も
い
え
そ
う
で
す
。

　

議
会
に
お
い
て
目
と
耳
―
―
五
感
で
感
じ
ら

れ
る
会
議
の
様
子 

―
―
を
ど
の
よ
う
に
記
録
に

残
す
の
か
。
こ
の
問
題
は
、
報
道
の
み
な
ら
ず
、

公
的
な
議
事
の
記
録
に
つ
い
て
も
奥
深
い
問
題

で
す
。

　

日
本
の
議
会
は
第
一
回
帝
国
議
会
か
ら
、
本

会
議
の
議
事
速
記
録
を
完
備
す
る
珍
し
い
国
で

32 初の議会放送を讃える記事
『放送研究』1(2)　日本放送協会　1941.11< 請求記号 雑
48-178>

33 「映画になる議会風景、初めての撮影」
『東京朝日新聞』1933 年 2 月 15 日
< 請求記号 Z81-1>
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す
。　

　

し
か
し
、
各
国
の
議
会
制
の
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
印
刷
技
術
の
制
約
や
慎
重
な
審
議
の

確
保
の
た
め
、
議
会
の
審
議
は
、
英
国
で
は

読ど
っ
か
い
せ
い

会
制
か
ら
発
展
し
ま
す
。
い
わ
ば
、
耳
ベ
ー

ス
が
主
流
で
し
た
。
英
米
の
議
会
で
は
、
耳
で

聞
い
た
こ
と
を
記
録
す
る
速
記
録
と
、
参
加
者

や
判
定
を
記
録
す
る
議
事
録
を
区
別
し
て
取
り

扱
い
続
け
て
い
ま
す
（
わ
が
国
で
は
帝
国
議
会

か
ら
国
会
へ
の
変
革
に
際
し
、
議
事
録
と
速
記

録
を
統
合
し
、
会
議
録
と
し
ま
し
た
）。

議
会
開
設
前
後
の
模
索

　

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
二
五
日
に
、

金
子
堅
太
郎（
の
ち
初
代
貴
族
院
書
記
官
長
）が
、

仏
国
上
院
議
長
秘
書
官
に
質
問
し
た
際
の
記
録

に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
議
案
は
「
毎

条
朗
読
」「
予
算
案
ノ
朗
読
ニ
五
六
時
間
ヲ
ハ

費
シ
タ
ル
コ
ト
ア
リ

（
２
８
）」
と
予
算
案
の
朗
読
に
極

め
て
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
金
子
は
教
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
五
、六
時
間
と
は
俄
か
に
信
じ
が

た
い
長
さ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
な
わ
ち
、（
参

考
資
料
と
し
て
配
付
し
朗
読
を
省
略
す
る
わ
け

で
は
な
く
）
朗
読
さ
れ
る
の
だ
と
伝
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

議
会
で
起
き
る
こ
と
は
、
耳
で
聞
こ
え
る
言

葉
の
集
積
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
―
―
そ
の
前

提
と
し
て
の
目
や
総
合
的
な
知
覚
に
よ
る
判
断

が
入
っ
て
い
ま
す
。
衆
議
院
の
第
一
回
帝
国
議

会
当
時
の
議
事
速
記
録
も
ま
た
、
興
味
深
い
遣

り
取
り
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
一
月
二
五
日

の
こ
と
で
す
。
仮
議
長
（
曽
祢
荒
助
書
記
官
長
）

の
「
多
数
ナ
ル
ヲ
以
テ
即
此
ノ
如
ク
決
シ
マ
ス
」

と
い
っ
た
発
言
に
対
し
て
、
鳥
海
時
雨
郎
（
衆

議
院
議
員
）
は
、「
只
今
余
程
起
立
セ
ヌ
者
ガ

多
イ
ヤ
ウ
デ
ス
ガ
、
多
数
ト
云
フ
コ
ト
ハ
何
ン

デ
認
メ
マ
シ
タ
」
と
い
う
問
い
を
発
し
ま
す
。

曽
祢
書
記
官
長
は
「
私
ノ
眼
ト
根
性
デ
認
メ
マ

シ
タ
」
と
答
え
ま
し
た

（
２
９
）。
何
か
と
不
慣
れ
な
第

一
議
会
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
あ
り
ま

す
が
、
表
決
や
判
断
を
め
ぐ
る
交
錯
の
一
つ
で

す
。

言
葉
の
写
真

　

帝
国
議
会
と
国
会
の
双
方
を
知
り
、『
国
会
運

営
の
理
論
』な
ど
の
著
書
を
持
つ
鈴
木
隆
夫（
元

衆
議
院
事
務
総
長
・
元
国
立
国
会
図
書
館
長
）は
、

あ
る
原
稿
の
中
で
、「
速
記
は
言
葉
の
写
真
」
と

評
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、「
議
長
は
議
院
の
目
」

で
あ
り
「
速
記
者
は
議
院
の
耳
」
と
い
う
た
と

え
を
用
い
て
、（
速
記
は
）「
耳
か
ら
入
っ
た
も

34 国会ニュース映画放送倶楽部規約　1952 年 8
月 < 西沢哲四郎関係文書 1052>

35 1936 年頃の衆議院事務局速記課の執務風景（第三次仮議事堂）。「同姓委
員名」との貼り紙や本会議場の額装写真も見える。（書誌事項は 1 に同じ）
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の
を
目
で
読
む
の
に
換
え
」
る
の
を
原
則
と
し
「
今
日

の
速
記
者
の
仕
事
は
、
耳
か
ら
目
へ
の
仕
事
の
外
に
更

に
目
か
ら
目
へ
の
仕
事
ま
で
そ
の
所
管
と
す
る
に
至
っ

た
（
３
０
）」
と
、
議
事
録
と
速
記
録
が
会
議
録
と
し
て
統
合
さ

れ
た
こ
と
の
意
味
と
問
題
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
発
さ
れ
た
様
々
な
声
、
表
決
、
ざ
わ
め
き
、

そ
う
し
た
五
感
で
認
定
さ
れ
る
出
来
事
は
、
会
議
録
の

形
で
文
字
に
起
こ
さ
れ
、
映
像
と
し
て
編
集
さ
れ
て

ニ
ュ
ー
ス
で
流
さ
れ
、
記
事
は
時
に
写
真
に
よ
っ
て
彩

ら
れ
な
が
ら
私
た
ち
の
許
に
届
き
ま
す
。

　

会
議
を
開
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
に
伝
え
る

こ
と
自
体
に
も
意
義
が
あ
る
―
―
そ
う
し
た
議
会
審
議

の
本
質
を
考
え
る
と
き
、
多
様
な
知
覚
の
交
錯
と
し
て
、

議
会
の
記
録
や
報
道
と
の
関
係
も
、
今
一
度
捉
え
返
せ

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

1 白神敬二「国会映放クラブから」『映画テレビ技術』598(9)　2002.6　
p.9< 請求記号 Z11-1>	

　この他国会担当の映像カメラマンの経験談を記載した記事として野村淳 
「政治映像取材の現在」『映画テレビ技術』535　1997.3　pp.18-19<
請求記号 Z11-1>；仁科保司「国会映放クラブより」『映画テレビ技術』
442　1989.6　p.11< 請求記号 Z11-1> 

2	「ニュース・カメラマンよもやま座談会」『写真展望』3　1948.7（朝日、
毎日、読売の各新聞社と共同通信社写真部、サン写真新聞社のニュース・
カメラマンによる座談会）

	 山本武利 編者代表、 石井仁志、 谷川建司、原田健一 編『占領期雑誌
資料大系 大衆文化編 第 3 巻 ( アメリカへの憧憬 )』岩波書店　2009　
pp.127-136< 請求記号 UM84-J23>

3 衆議院事務局 編『国会議事堂新ガイドブック　移りゆく白亜の議事堂』
衆栄会　2017　p.20< 請求記号 KA272-L26>

4	 同上 『国会議事堂新ガイドブック　移りゆく白亜の議事堂』p.20  
5	 清水英範「ベックマンの東京計画に関する研究－国会議事堂の位置

選定を中心として」『土木学会論文集』D3 土木計画学 70(5) 2014 
p.I_1-20< 請求記号 YH247-1182>

6 「議院建築調査会規則」（大正 6（1917）年 8 月 22 日）に基づくもの。
7 近年の国会議事堂建築やその政治利用をめぐる近年の研究として：
	 藤森照信『明治の東京計画』岩波書店　1982 < 請求記号 DD83-

92>；堀内正昭 『明治のお雇い建築家　エンデ & ベックマン』井上書院　
1989< 請求記号 KA131-E23>；清水 唯一朗「議場の比較研究 (1) 日
本の国会議事堂と議場―民主主義を規定する枠組みとして―」JSP ワー
キ ン グ ペ ー パ ー Vol.5 2013　https://jsp.sfc.keio.ac.jp/activity/
wp/；佐藤信「議事堂をめぐる政治」；奈良岡聰智「議場構造論」御厨
貴、 井上章一 編『建築と権力のダイナミズム』岩波書店 2015< 請求記
号 KA81-L91>；堀内正昭『初代国会仮議事堂を復元する』（ブックレッ
ト近代文化研究叢書 10）昭和女子大学近代文化研究所　2014< 請求
記号 GB621-L2>；赤坂 幸一「ロー・クラス 統治機構論探訪 ( 第 14 回 )
政治空間と法　議場構造の憲法学」『法学セミナー』63(6)　2018.6　
pp79-90< 請求記号 Z2-19>

8 議院内同盟新聞社通信社総代（国民新聞社・やまと新聞社・大阪毎日新
聞社・日本電報通信社・帝国通信社）から議院建築調査会会長・大蔵
次官（市来乙彦）宛。

9 [ 大蔵省 ] 営繕管財局 編『帝国議会議事堂建築報告書』［本編］　営繕管
財局　1938　pp.77-78< 請求記号 758-145>

10 衆議院事務局 編著『衆議院三十年誌』 ( 参考叢書 第 1 編 )　衆議院事
務局　1919　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1337834 /166

11 同上『衆議院三十年誌』

12「強風下・議事堂裏に猛炎狂う　総理庁と書類全焼　新築の国会常任
委員会庁舎も」『読売新聞』1948 年 2 月 27 日 < 請求記号 Z81-16>

13 有竹修二「「帝国議会と報道」余話　政治記者の回想」『新聞研究』
202　1968.5　 p.27< 請求記号 Z21-88>

14 阿部鶴之輔「議會記者生活五十年」『中央公論』53(3)(606)　1938.3　 
pp.449-461< 請求記号 Z23-9>

15 長島又男『政治記者の手帖から』河出書房　1953　p.239< 請求記号 
915.9-N212s>

16 前掲『帝国議会議事堂建築報告書』［本編］ p.219, p.221, p.225, 
pp.269-270

17 前掲『帝国議会議事堂建築報告書』［本編］ p.217
18 前掲　『新聞研究』p.24
19 大蔵省営繕管財局 編『帝国議会議事堂建築の概要』大蔵省営繕管財局 

1936　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1221859/63
20 前掲　『新聞研究』p.24; 国会衆議院の第一委員室のカメラの位置につ

いては、「国会劇場中継は興奮のるつぼ　国会は視聴率の稼げるタレン
トの宝庫だ」『HB』94　2002.6　p.79 < 請求記号 Z21-B147> に詳
しい。

21 前掲『政治記者の手帖から』p.240
22 前掲『政治記者の手帖から』p.264
23『読売新聞』1966 年 4 月 23 日 < 請求記号 Z81-16>
24 清水睦「議会の恒常的テレビ放送をめぐる若干の問題」『法学新報』

96(11・12)　1990.9　pp.151-176< 請 求 記 号 Z2-20>； ま た こ の
問題にも間接的に関係する発言・討議条項・免責特権等との関係につ
いての分析として、原田一明『議会特権の憲法的考察』信山社出版
1995< 請求記号 AG-241-G1>；新井誠『議員特権と議会制　フラン
ス議員免責特権の展開』成文堂　2008< 請求記号 AF2-218-J1>

25『朝日新聞』1941 年 11 月 17 日 < 請求記号 Z81-1>
26「日本ニュース」第 76 号（現在は日本放送協会ウェブサイト「NHK

戦 争 証 言 ア ー カ イ ブ ズ 」 に て 公 開 ）https://www2.nhk.or.jp/
archives/shogenarchives/jpnews/list.cgi?value=1941

27 日本放送協会 編『NHK 年鑑　昭和 22 年版』日本放送出版協会　p.51<
請求記号 699.059-N677n>

28「梧陰文庫」B486「佛国ルボン氏答案」（原本は国学院大学図書館所蔵、
当館はマイクロフィルムで所蔵）

29「衆議院議事速記録号外」p.2；秋山節義「帝国議会議事録考」『中央公論』
85(4)　1970.4　pp.294-301< 請求記号 Z23-9>

30「議会の会議の公開制とは」1963 年 2 月 < 鈴木隆夫関係文書 147-
1> 国立国会図書館憲政資料室所蔵；鈴木隆夫「国会の会議録について」

『ジュリスト』83　1955.6　pp.17-22< 請求記号 Z2-55>

36 新聞記者倶楽部の建物（第三次仮
議事堂に近接）　1936 年頃（書誌事
項は 1 に同じ）

https://jsp.sfc.keio.ac.jp/activity/wp/
https://jsp.sfc.keio.ac.jp/activity/wp/
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1337834/166
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1221859/63
https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/jpnews/list.cgi?value=1941
https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/jpnews/list.cgi?value=1941
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２
０
０
年
、
足
で
蹴
っ
て
進
む
、
カ
ー

ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
、
エ
コ
、
健
康
、
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン

ス
、
ツ
イ
ー
ド
・
ラ
ン
、『
弱
虫
ペ
ダ
ル
』

―
こ
れ
ら
す
べ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
共

通
す
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
説
明
を
省

略
で
き
そ
う
な
も
の
か
ら
ピ
ン
と
こ
な
い

も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
実
は
す
べ
て

こ
の
一
冊
に
登
場
す
る
言
葉
だ
。
本
書
は

２
０
１
７
年
に
三
県
の
美
術
館
を
巡
回
し

た
企
画
展
「
自
転
車
の
世
紀
」
の
図
録
で

あ
る
。
誕
生
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
、
ポ

ス
タ
ー
や
絵
画
な
ど
描
か
れ
た
芸
術
、
社

会
に
お
け
る
多
様
な
活
用
、
新
し
い
技
術

と
融
合
す
る
未
来
が
章
立
て
て
解
説
さ

れ
、
多
彩
な
側
面
か
ら
自
転
車
と
社
会
の

関
わ
り
を
紐
解
い
て
い
る
。

　

自
転
車
は
誕
生
か
ら
２
０
０
年
が
経

ち
、
足
で
蹴
っ
て
進
む
木
製
の
姿
か
ら

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
ス
ポ
ー
ツ
用

自
転
車
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
健
康
に
よ
い
と
い
う
利
点
も
あ
る

た
め
広
く
社
会
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、
近

年
で
は
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
と
い
う
新
し
い

利
用
法
も
よ
く
耳
に
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
サ
イ
ク
ル
レ
ー
ス
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ツ
イ
ー
ド
・
ラ

ン
、
日
本
で
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
打
ち
込

む
高
校
生
を
描
い
た
漫
画
の
『
弱
虫
ペ
ダ

ル
』
な
ど
、
自
転
車
は
世
界
で
さ
ま
ざ
ま

に
楽
し
ま
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
す
べ
て
使
っ
て

自
転
車
を
簡
潔
に
説
明
し
て
み
た
が
、
既

知
の
情
報
は
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
本
書
に
よ
る
と
ド
イ
ツ
で
自
転
車
の

始
祖
〝
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ（
※
）〟
が
開
発
さ
れ
た

の
は
１
８
１
７
年
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本

に
自
転
車
が
渡
来
し
た
の
は
江
戸
時
代
の

終
わ
り
頃
だ
と
い
う
。
明
治
時
代
の
初
め

頃
か
ら
は
錦
絵
に
自
転
車
が
描
か
れ
始

め
、
元
将
軍
の
徳
川
慶
喜
も
静
岡
で
自
転

車
を
乗
り
回
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

特
筆
す
べ
き
は
そ
の
歴
史
の
長
さ
だ
け

で
は
な
く
、身
近
さ
に
つ
い
て
も
で
あ
る
。

平
成
30
年
に
行
わ
れ
た
自
転
車
産
業
振
興

協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
で
の
自
転

車
保
有
率
は
７
割
近
い
と
い
う
。
本
書
で

は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
自

転
車
専
用
路
や
全
自
動
の
機
械
式
地
下
駐

輪
シ
ス
テ
ム
、
自
転
車
用
の
エ
ア
バ
ッ
グ

な
ど
、
新
し
い
試
み
も
多
々
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
利
便
性
や
社
会
性
な
ど
も
加
味
す

る
と
、
乗
り
物
部
門
の
総
合
優
勝
は
自
転

車
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
ほ
ど
長
く
共
に
あ
り
、
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る
自
転
車
だ
が
、
足
で
蹴
っ
て

進
む
様
子
を
思
い
描
け
る
人
は
多
く
な
い

だ
ろ
う
。
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
と
同
じ
よ
う
な

気
も
す
る
も
の
の
、
な
か
な
か
シ
ュ
ー
ル

な
光
景
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
多
く
の
人

の
傍
ら
に
あ
る
身
近
な
相
棒
の
、
意
外
な

一
面
を
教
え
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
瀬
川 

智
子
）

自転車の世紀
The century of bicycle
誕生から200年、新たな自転車の
100年が始まる
郡山市立美術館、茅ヶ崎市美術館、佐倉
市立美術館、ブレーントラスト 編
自転車の世紀展事務局
2017.4　79p　26cm
<請求記号　NB131-L23>

※ドライジーネのイメージ。
当時は嘲笑の的だったという。
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「保存フォーラム」から見る

資料保存の 30 年

　国立国会図書館では、図書館等で資料保存に携わっている方を対象に、その時々の関心を集めているテーマで講
演や事例報告を聞き、実務的な情報交換をする場として「保存フォーラム」を開催しています。
　1990 年に第 1 回を開催してから回を重ね、2019 年 12 月 19 日開催の保存フォーラムが第 30 回となりました。当
館が設定したテーマに沿って講演や報告をしてくださった内外の資料保存分野の専門家や図書館・類縁機関関係者
は、延べ 53 名にのぼります。改めてご協力に感謝申し上げます。
　1989 年、国立国会図書館は国際図書館連盟（IFLA）の PAC（資料保存）アジア地域センターに指定されました。
日本を含むアジアの図書館における資料保存活動を促進する役割を担うことになったことから、「保存協力プログラ
ム」を策定し、「資料保存シンポジウム」「図書館資料保存協力懇談会」「保存フォーラム」といった対外イベントを
相次いでスタートさせました。「資料保存シンポジウム」は、1990年から1999年まで計10回開催しましたが、共通テー
マの下に 6 ～ 7 名が講演・報告を行い、多い時は 300 名以上の参加者を集めた規模の大きなものでした。一方「保
存フォーラム」は、比較的少人数の参加者による特定テーマに即しての自由な討論を趣旨として始めました。
　この稿では、昨年の第 30 回保存フォーラムの報告と併せて、同フォーラムのテーマの変遷から、過去 30 年の国
立国会図書館及び日本の図書館における資料保存の主要課題と取組みを振り返ります。（収集書誌部　資料保存課）
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第
10
回
ま
で
の
初
期
で
は
、
10
回
中
５
回
が

酸
性
紙
の
脱
酸
性
化
処
理
（
脱
酸
）
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
講
師
の
大
江
礼
三
郎

教
授
は
、
第
１
回
資
料
保
存
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

も
脱
酸
と
紙
強
化
法
に
つ
い
て
講
演
を
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
同
じ

テ
ー
マ
で
よ
り
詳
し
く
お
聞
き
し
、
意
見
交
換

を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
第
２

回
、
第
３
回
、
第
６
回
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ

の
企
業
や
図
書
館
か
ら
講
師
を
招
き
、
当
時
海

外
で
導
入
あ
る
い
は
開
発
さ
れ
て
い
た
大
量
脱

酸
性
化
処
理
法
に
つ
い
て
報
告
を
聞
い
て
い
ま

す
。

　

酸
性
紙
に
よ
る
資
料
の
劣
化
問
題
は
、
日

本
で
は
１
９
８
０
年
代
前
半
に
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、

１
９
８
３
年
に
館
内
に
酸
性
紙
対
策
班
を
設
置

し
て
蔵
書
の
劣
化
調
査
を
実
施
、
１
９
８
６
年

に
は
収
集
部
（
当
時
）
に
資
料
保
存
対
策
室
を

設
置
し
、
国
内
新
刊
図
書
の
ｐ
Ｈ
測
定
を
行
っ

て
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で
出
版
社
等
へ
中
性

紙
の
使
用
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
資

料
に
対
し
て
大
量
脱
酸
性
化
処
理
の
試
行
を
始

め
た
の
が
１
９
９
８
年
で
す
の
で
、
１
９
９
０

年
代
前
半
の
こ
の
時
期
、
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

海
外
で
の
大
量
脱
酸
性
化
処
理
の
先
行
事
例
を

国
内
に
紹
介
し
、
当
館
も
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
４
回
で
取
り
上
げ
た
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
対
策
も
同
時
期
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
課
題
で
し
た
。

　
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
初
の
10
年
は
、
劣
化

し
た
資
料
へ
ど
う
対
処
す
る
か
が
中
心
テ
ー
マ

で
し
た
が
、
こ
の
頃
す
で
に
、
資
料
保
存
の
重

点
は
劣
化
対
策
か
ら
予
防
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

劣化資料対策

回次（年） テーマ 講師・報告者※

第 1 回
（1990）

紙の劣化と脱酸の効果について 大江礼三郎

第 2 回
（1991）

新しい大量保存システム－米国 FMC 社の脱酸・紙強化法－ R・ウェディンジャー

第 3 回
（1991）

大量脱酸技術の新しい展開－米国議会図書館からの報告－ ドナルド・シベラ、ジェラルド・ギャーベイ

第 4 回
（1991）

マイクロフィルムの保管、保存 岩野治彦

第 5 回
（1992）

資料保存－これまでの課題、これからの課題－ ニコラス・バーカー

第 6 回
（1993）

大量脱酸法－ Wei T'o 法について－ リチャード・スミス

第 7 回
（1994）

大量脱酸システムの今－世界の図書館から－ 大江礼三郎

第 8 回
（1994）

貴重書のための書庫環境について 見城敏子

第 9 回
（1996）

インドネシアおよびスリランカの資料保存活動について－両
国立図書館を中心に－

ガルジート、N・ガラゲデラゲ

第 10 回
（1997）

再生紙の利用と資料保存 岡山隆之

酸性紙問題
　19 世紀半ば以降に発刊された
本のページが茶色に変化し、ぼろ
ぼろに崩れていく……。これは、
製紙過程で添加された薬品が加水
分解して紙を酸性にし、その酸が
紙の繊維を壊し劣化を早めるため
です。「酸性紙問題」は図書館資
料の大規模な崩壊に繋がる深刻な
問題として広く知られるようになり、
図書館における資料保存が注目さ
れる大きな契機となりました。
　脱酸性化処理は、酸性紙資料の
劣化を遅らせる対策として、紙中
の酸をアルカリ性物質で中和する
処理で、大量の紙資料を所蔵する
図書館や文書館向けに、機械によ
る大量脱酸性化処理法が研究・開
発されてきました。

ぼろぼろになった酸性紙。

※講師・報告者の詳細については第 30 回保存フォーラムの配布資料「保存フォーラムの 30 回の軌跡 －テーマ・演題・講師一覧－」（https://www.ndl.go.jp/
jp/event/events/forum30_list.pdf）をご覧ください。

https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/forum30_list.pdf
https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/forum30_list.pdf
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回次（年） テーマ 講師・報告者
第 11 回

（1998）
もしもの時に何で消す－図書館・文書館における消火設備－ 斉藤直、木野修造

第 12 回
（1998）

オーストラリア国立図書館における保存管理－課題と将来展望－ コリン・ウェッブ

第 13 回
（2000）

防災計画をつくる－具体化のためのノウハウとは－ 小川雄二郎

第 14 回
（2001）

図書館・文書館の環境管理－ IPM（総合害虫防除計画）を中心に
－

木川りか

第 15 回
（2003）

災害に備える－図書館資料の防災と救済計画－ 尾立和則

第 16 回
（2004）

災害と情報ネットワーク－日本における資料被災情報ネットワー
ク形成に向けて－

小松芳郎

第 17 回
（2005）

資料の災害対策－予防と緊急対応－『文化財防災ウィール』をど
う受け止めるか

内田俊秀

第 18 回
（2007）

マイクロフィルムを長期保存するために－劣化の仕組みとその対
策－

楢林幸一

第 19 回
（2008）

害虫を入れない・増やさない－図書館における総合的有害生物管
理－

木川りか

第 20 回
（2009）

フォーラム 1 オランダにおける保存研究プロジェクト
フォーラム 2 オランダ王立図書館所蔵特別コレクション『紙の歴
史』をめぐって

ヘンク・ポルク

資 料 の 防 災
　
１
９
９
８
年
開
催
の
第
11
回
保
存
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
初
め
て
、
防
災
が
テ
ー
マ
に
登
場
し
ま
し

た
。
以
降
、
昨
年
の
第
30
回
ま
で
計
9
回
、
お

よ
そ
３
分
の
１
の
回
で
、
資
料
を
ど
の
よ
う
に

し
て
災
害
か
ら
守
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま

し
た
。

　
特
に
２
０
０
０
年
代
前
半
に
集
中
し
て
災
害

対
策
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
１
９
９
５
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
、
国
内
の
防
災
意
識

が
高
ま
り
耐
震
対
策
等
も
進
み
ま
し
た
が
、
図

書
館
に
お
い
て
の
資
料
の
防
災
対
策
は
ま
だ

こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
で
し
た
。
当
館
で
は
、

２
０
０
０
年
頃
か
ら
館
内
の
資
料
防
災
計
画
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
向
け
て
検
討
を
始
め
ま

し
た
。

　
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
挟
ん
で
第

21
回
か
ら
第
23
回
も
3
年
続
け
て
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
開
催
の
第
23
回
で
は
、

当
館
も
含
め
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
図

書
館
か
ら
、
被
災
経
験
に
基
づ
く
地
震
対
策
に

つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
地
震
だ
け
で
な
く
台
風
や
洪
水
に

よ
っ
て
も
図
書
館
資
料
に
大
き
な
被
害
が
出
て

い
ま
す
が
、
資
料
防
災
計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
類

の
策
定
や
そ
れ
ら
に
基
づ
く
予
防
・
準
備
が
行

わ
れ
て
い
る
図
書
館
は
、
ま
だ
ま
だ
少
数
で
す
。

資
料
防
災
は
今
後
も
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
継
続

し
て
扱
っ
て
い
く
べ
き
課
題
と
言
え
ま
す
。

資料防災
　図書館においては、人命や建物を守る防災
に加えて、所蔵資料を守るための対策や初期
対応も重要となります。資料防災の具体策とし
ては、例えば、書架に資料落下防止策を施す、
災害発生時に優先的に保護・救出する資料を
決め、場所を把握しておく、水に濡れた資料の
保護・救出の手順や方法をマニュアル化し、必
要な物品を揃え、訓練しておく、被災時に支援
を求められる外部連携ネットワークを作る、な
どがあります。

東日本大震災による国立国会図書館東京本館書庫の被害。
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回次（年） テーマ 講師・報告者
第 21 回

（2010）
図書館・文書館における資料防災 小川雄二郎、青木睦

第 22 回
（2011）

中国、韓国、オーストラリア、日本における資料防災：国立
図書館からの報告

李翆薇、李貴馥、ジェニファー・ロイド、酒井久美子

第 23 回
（2012）

地震に対する図書館の備え－良かったこと、分かったこと－ 柳瀬寛夫、熊谷慎一郎、吉田和紀、佐藤恵

第 24 回
（2013）

持続可能な環境管理－図書館・文書館の資料を中心に－ 佐野千絵、中村愛子、眞野節雄

第 25 回
（2014）

続けられる資料保存－まねしてみたいマネジメントの工夫－ 古森千尋

第 26 回
（2015）

その展示、本を傷めていませんか？－保存と展示の両立を考
える－

加藤雅人、福田名津子、石橋圭一、松本和代

第 27 回
（2016）

デジタル時代の資料保存－英国ボドリアン図書館と一橋大学
社会科学古典資料センターの事例から－

ヴァージニア・リィヤドブイサン、床井啓太郎

第 28 回
（2017）

図書館資料を守る IPM の実践 佐野千絵、原賀可奈子、神原陽子

第 29 回
（2018）

図書館建築と資料保存 青木睦、小島浩之、眞野節雄

第 30 回
（2019）

収蔵資料の防災―日頃の備え・災害対応・連携協力 新井浩文、網浜聖子、加藤明恵、岡田健

環境管理・IPM
　
こ
の
30
年
の
間
に
、「
資
料
保
存
」
の
概
念
は
、

個
々
の
資
料
の
劣
化
を
予
防
し
対
処
す
る
「
コ

ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
、
保
存
に
適
し
た
環

境
の
維
持
管
理
や
媒
体
変
換
、
利
用
者
教
育
、

災
害
対
策
な
ど
、
蔵
書
と
そ
れ
に
含
ま
れ
る
情

報
の
保
存
に
関
す
る
様
々
な
施
策
や
活
動
を
包

括
的
に
表
す
「
プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
と
広

が
り
ま
し
た
。
特
に
「
環
境
管
理
」
と
「
Ｉ
Ｐ

Ｍ
」（
総
合
的
有
害
生
物
管
理
）
は
、
現
在
の

資
料
保
存
の
中
核
を
な
す
取
組
み
と
考
え
、
近

年
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
第
26
回

の
保
存
と
展
示
の
両
立
や
第
29
回
の
図
書
館
建

築
も
、
保
存
の
た
め
の
環
境
管
理
と
密
接
に
関

わ
る
テ
ー
マ
で
し
た
。

　
ま
た
、
専
門
家
の
講
演
だ
け
で
な
く
、
図
書

館
か
ら
の
実
践
報
告
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
環
境
管
理
や
Ｉ
Ｐ

Ｍ
を
効
果
的
に
実
践
す
る
に
は
、
直
接
資
料
保

存
を
担
当
す
る
職
員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
館

の
職
員
全
体
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
今

後
も
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
幅
広
い
層
の
図
書

館
関
係
者
に
資
料
保
存
の
考
え
方
を
広
め
て
い

き
、
ま
た
お
互
い
の
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
で

実
践
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
場
と
も
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

環境管理とIPM
　資料を劣化・破損させる外的要因には、光（特
に紫外線）、紙や糊を食べる害虫、カビ、不適切
な温度・湿度など、様々あります。書庫や展示
室内で保存に適した温湿度の管理、光の制御、
清掃などの環境管理を行うことは、図書館資料の
予防的保存の有効な手段です。
　IPM（Integrated Pest Management：総合的
有害生物管理）は、環境管理の中でも重要な課
題である虫菌害対策の新しい考え方として近年普
及しつつあります。もともとは農業分野で誕生した
もので、人体や環境への悪影響を低減するため
にできるだけ薬剤を使用せず、複数の対策を合
理的に組み合わせて、虫やカビなどの有害生物
の発生を許容水準内に抑えることを言います。

（右）ATP（アデノシン三リン酸。細菌やカビなどを含む全ての
⽣物が持つ化学物質）の拭き取り検査の機器と検査キット。

（左）カビ被害の実例。
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第 30回保存フォーラム
「収蔵資料の防災
―日頃の備え・災害対応・連携協力」

　
第
30
回
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
２
０
１
９
年
12

月
19
日
（
木
）
に
「
収
蔵
資
料
の
防
災
―
日
頃

の
備
え
・
災
害
対
応
・
連
携
協
力
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
当
館
職
員

を
含
め
て
１
０
７
名
で
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
、
１
館
で
は
と
て
も
対
応
で

き
な
い
被
害
が
出
た
場
合
に
備
え
て
、
地
域
内

外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
日
頃
の
準
備
や
対
策
の
紹
介
と

併
せ
て
、
連
携
協
力
の
枠
組
み
構
築
や
実
践
例
、

課
題
に
つ
い
て
、
立
場
の
異
な
る
5
人
の
方
か

ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「地域史料の防災対策―埼玉県内の取り組みを中
心に―」新井浩文氏（埼玉県立歴史と民俗の博
物館学芸主幹）
　埼玉県地域史料保存活用連絡協議会では、県
内の個人蔵古文書等の救出活動の経験を契機に、
災害時には無償提供できる「地域史料保存箱」の
開発・整備や、防災マニュアルの作成等を行って
きました。経験に基づいた災害対策の具体例や、
同協議会会員館を対象とした防災アンケートの結
果等についてもお話しいただきました。

「鳥取県における災害時の県諸機関及び自治体の
連携」網浜聖子氏（鳥取県立図書館長）
　鳥取県では県立公文書館の在り方検討の結果を
受けて、「災害時の県立公文書館、図書館、博物
館等の市町村との連携・協力実施計画」が策定さ
れ、災害時の支援活動体制の整備、資機材の備
蓄、研修などが行われています。図書館が公文書
館や博物館と一緒に連携の枠組みに参加すること
で、図書館員の防災への意識付けになるとのこと
でした。

「文化財防災ネットワーク推進事業の概要
と今後の展望」岡田健氏（独立行政法人
国立文化財機構文化財防災ネットワーク
推進室長）
　国立国会図書館も参加している文化遺産
防災ネットワーク推進会議の連携協力をは
じめとした文化財防災ネットワーク推進事業
の説明と、今後文化財防災体制がどのよう
に実現されていくべきかについて、実際の
被災例から見えた課題を交え報告されまし
た。「地域の文化財」の価値を理解し、そ
の保護を担当する人材の育成と配置が必要
とのことでした。
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参加者からは、「被害を防ぐため普段からの備え
に早速取り組まねばと気が引き締まった」「ネッ
トワーク作りの重要性、その構築と実施の難し
さがよく理解できた」といった感想が寄せられ
ました。

海外の情報・事例の紹介
　保存フォーラムでは開始当初から度々、海外の資料
保存専門家を講師として招いてきました。国や図書館の
規模、様々な条件は異なりますが、抱える課題の多くは
共通しています。資料保存をめぐる海外の最新情報や
実践事例を知ることで視野を広げ、新たな刺激を受け
ていただければと考えています。

（上）2018 年西日本豪雨被災史料
（下）2018 年台風 21 号被災史料の吸水乾燥作業
（加藤氏報告より）

「国際図書館連盟（IFLA）における資料防災と
海外事例」佐藤従子（国立国会図書館収集書誌
部司書監）
　海外の取組み事例として、IFLAの文化遺産保護・
資料防災に関する活動、パリ・セーヌ河畔に建つ
フランス国立図書館の建物・設備の洪水対策、ギ
リシャ国立公文書館での水害に関するリスク分析・
評価の方法とそれに基づく対策等について紹介し
ました。

「歴史資料ネットワークの活動と広域連携」加藤
明恵氏（神戸大学大学院人文学研究科特命助教、
歴史資料ネットワーク事務局）
　阪神・淡路大震災で被災した歴史資料を救出
するため京阪神の歴史学研究者を中心に発足し
た「歴史資料ネットワーク」の活動内容、その広
がりについて報告いただきました。ボランティア団
体ならではの緩やかなネットワークが特徴ですが、
必要な情報が入ってこない場合もあり、それぞれ
が色々なネットワークを持ち、できることを持ち寄
ることが肝要と語られました。
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和
装
本
保
存
係
は
和
装
本
を
補
修
す
る
係

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

古
典
籍
資
料
室
の
和
装
本
や
錦
絵
、
絵
図

の
ほ
か
、
地
図
室
の

一
枚
物
の
地
図
、
憲

政
資
料
室
の
政
治
家

や
軍
人
の
書
簡
、
草

稿
、
日
記
類
、
人
文

総
合
情
報
室
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
も
担
当
し

ま
す
。
時
代
と
し
て

は
千
年
以
上
前
の
古

く
て
貴
重
な
も
の
か

ら
、
最
近
の
新
し
い

地
図
ま
で
、
形
と
し

て
は
古
典
籍
で
は
四

ツ
目
綴
じ（

１
）

が
一
番
多

い
で
す
が
、
巻
物
や

掛
け
軸
、
折
り
た
た

み
の
絵
図
な
ん
か
も

あ
り
ま
す
し
、
政
治

家
や
軍
人
の
個
人
文

書
の
中
に
は
日
記
帳

や
手
帖
も
あ
り
ま
す
。

紙
質
も
和
紙
ば
か
り

と
は
限
ら
ず
、
地
図
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
は

洋
紙
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ん
で
す
ね
。
今
は
ど
ん
な
資

料
を
補
修
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

敦
煌
文
献（

２
）

の
お
経
の
補
修
を
し
て
い
ま

す
。
破
損
が
ひ
ど
い
の
で
す
が
、
墨
の
接

着
力
が
弱
っ
て
い
る
の
で
、補
修
前
に「
剥

落
止
め
」
と
い
っ
て
墨
が
落
ち
な
い
よ
う

に
、
膠

に
か
わ（
３
）を

水
に
溶
か
し
た
膠
水
で
墨
字

を
な
ぞ
っ
て
い
ま
す
。

な
ぞ
る
!?

は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
、
細
い
筆
で
一
文

字
ず
つ
丁
寧
に
。
ま
る
で
写
経
で
す
。
ど

う
や
っ
て
も
、
１
行
に
４
、５
分
か
か
る

ん
で
す
。
そ
う
い
う
作
業
が
あ
る
一
方
で

地
図
の
裏
打
ち
が
あ
っ
た
り
、
虫
損
直
し

が
あ
っ
た
り
。

虫
が
食
っ
た
と
こ
ろ
を
和
紙
で
埋
め
て
直

す
作
業
で
す
ね
。
こ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
で
す
。

虫
損
直
し
は
手
で
繕
う
と
き
と
機
械
を
使

う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
裏
打
ち
は
、
裏
か

ら
１
枚
和
紙
を
貼
っ
て
補
強
し

ま
す
。
地
図
な
ど
で
紙
が
弱
く

て
破
損
が
多
い
も
の
は
、
部
分

的
に
補
修
す
る
よ
り
は
、
裏
か

ら
和
紙
を
全
面
に
貼
っ
た
方
が

強
度
が
増
し
て
長
持
ち
す
る
ん

で
す
。

汚
れ
を
落
と
す
作
業
と
か
？

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
方
法
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
水
を
使
わ
な
い
ド
ラ
イ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
だ
と
、
刷
毛
で
払
っ
た

り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
ク
ロ
ス
で
拭

い
た
り
と
か
、
消
し
ゴ
ム
を
す
り
お
ろ
し

て
粉
状
に
し
て
、
そ
れ
を
地
図
全
体
に
撒

い
て
白
手
袋
を
し
て
や
さ
し
く
転
が
し
て

汚
れ
を
取
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ク
リ
ー
ナ
ー
と
い
う
文
化

財
・
美
術
品
専
用
の
掃
除
機
を
使
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ど
う
い
う
方
法
を
選
択
す

る
か
は
、
そ
の
資
料
の
紙
質
や
丈
夫
さ
、

和
紙
か
洋
紙
か
と
か
、
汚
れ
具
合
に
よ
っ

て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
に
は
ど
ん
な
方
法
が
い
い
か 宇野 理恵子　収集書誌部 資料保存課 和装本保存係長

平成17（2005）年4月　入館　収集部　資料保存課　和装本保存係
平成26（2014）年4月　同課　洋装本保存係
平成27（2015）年4月　利用者サービス部　人文課　古典籍係
平成28（2016）年4月　同部　図書館資料整理課　図書保管係
平成29（2017）年4月　収集書誌部　資料保存課　和装本保存係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

聞き手：総務課編集係
令和2（2020）年1月28日インタビュー

今までもやってきた人がいて、リレーのたすきを今もらっているんだと思う

no.5
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な
、
と
吟
味
す
る
時
間
が
け
っ
こ
う
か
か

り
そ
う
で
す
ね
。

か
か
り
ま
す
ね
。
資
料
が
持
ち
込
ま
れ
た

と
き
に
は
必
ず
「
こ
う
い
う
方
法
で
い
い

で
す
か
」
と
資
料
を
所
管
し
て
い
る
部
署

と
相
談
し
ま
す
。
補
修
後
の
保
管
形
態
を

相
談
す
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ン

プ
ル
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

特
に
、「
保
存
上
は
こ
う
し
た
方
が
い
い

け
ど
閲
覧
上
は
ど
う
か
な
」
と
い
う
の
は

聞
き
ま
す
ね
。
折
り
た
た
み
の
地
図
で
紙

が
も
ろ
い
の
に
、
す
ご
く
堅
い
表
紙
が
つ

い
て
い
て
、
閲
覧
の
た
び
に
地
図
が
破
け

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
外
し
た
方
が
い
い

け
れ
ど
、
出
納
に
支
障
は
な
い
で
す
か
？　

と
か
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
古
典
籍
係
や
図
書
保

管
係
と
い
っ
た
、
資
料
を
持
っ
て
い
る
ほ

か
の
部
署
に
異
動
し
た
の
は
有
益
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

資
料
保
存
専
門
職
員
で
入
館
し
た
の
で
す

が
、
他
の
部
署
の
こ
と
も
勉
強
し
て
き
な

さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
古
典
籍
係
と
図
書

保
管
係
に
１
年
ず
つ
行
き
ま
し
た
。

資
料
が
日
々
利
用
さ
れ
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
が
わ
か
り
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
資
料
を
所

管
し
て
い
る
部
署
の
職
員
や
資
料
を
出
納

す
る
委
託
業
者
さ
ん
が
、
資
料
を
大
切
に

す
る
細
や
か
な
取
組
み
を
様
々
に
行
っ
て

い
る
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
ね
。

閲
覧
前
後
の
資
料
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
は
、
念

入
り
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
補
修

済
み
の
資
料
が
日
々
、
利
用
さ
れ
て
い
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
仕
事
の

そ
の
先
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
ひ
と
つ
の
資
料
の
補
修
に
か

か
る
時
間
は
、
最
長
で
ど
れ
く
ら
い
で
す

か
？

私
が
経
験
し
た
も
の
で
は
２
ヶ
月
で
す
。

古
典
籍
の
お
経
で
し
た
ね
。

２
ヶ
月
!!

貴
重
書
な
の
で
す
が
、
虫
損
が
ひ
ど
い
お

経
の
資
料
群
で
し
た
。
貴
重
な
も
の
だ
か

ら
ひ
と
穴
ひ
と
穴
全
部
手
作
業
で
繕
い
ま

し
た
。
こ
の
資
料
の
紙
は
も
と
も
と
植
物

染
料
で
黄
色
に
染
め
て
あ
っ
た
の
で
、
繕

い
に
使
う
和
紙
を
似
た
よ
う
な
色
に
染
め

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
。
和
紙
を
染
め

て
か
ら
も
、
染
料
が
落
ち
着
く
ま
で
何
か

月
か
寝
か
せ
て
お
き
ま
し
た
。

ひ
ょ
っ
と
し
て
、
草
を
採
っ
て
く
る
と
こ

ろ
か
ら
で
す
か
？

そ
こ
ま
で
で
は
な
い
で
す
が
、
い
く
つ
か

の
種
類
の
植
物
染
料
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
か
ら
ど
れ
と
ど
れ
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
ら
近
づ
く
か
試
し
な
が
ら
。
染
め

に
関
し
て
は
宮
内
庁
書
陵
部
が
と
て
も
詳

し
い
の
で
、
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

で
、
染
め
た
和
紙
を
使
っ
て
ひ
と
穴
ひ
と

穴
ち
く
ち
く
繕
う
と
。
染
め
る
部
分
も
含

め
て
2
ヶ
月
？

ち
く
ち
く
繕
う
の
が
２
ヶ
月
で
す
。

途
中
で
「
飽
き
た
～
」
と
か
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

そ
れ
は
も
う
（
笑
）。
朝
か
ら
晩
ま
で

や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
た
だ
、
そ
れ
は

私
が
今
ま
で
で
一
番
長

く
取
り
組
ん
だ
虫
損
直

し
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

も
っ
と
長
く
か
か
る
場

合
だ
っ
て
あ
る
わ
け

で
。
一
つ
穴
を
埋
め
れ

ば
一
つ
進
む
、
と
い
う

考
え
方
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。

一
つ
穴
を
埋
め
れ
ば
一
つ
進
む
…
…

そ
う
い
う
の
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な

い
人
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
レ
ー
ス
編
み
を

夢
中
で
で
き
ち
ゃ
う
と
か
。
私
は
そ
う
い

う
タ
イ
プ
で
も
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
最

初
の
頃
は
「
終
わ
ら
な
い
な
、
長
い
な
」

と
思
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
と
あ

る
お
掃
除
の
本
を
読
ん
で
い
た
ら
「
一
つ

ご
み
を
拾
え
ば
一
つ
き
れ
い
に
な
る
」
と

書
い
て
あ
っ
て
、
ほ
ー
と
思
っ
て
。
果
て

し
な
い
な
と
思
う
時
が
あ
る
け
れ
ど
、
常

に
前
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
気
持

ち
を
楽
に
す
る
よ
い
考
え
方
を
教
え
て
も

ら
え
ま
し
た
。

◆　

◆　

◆

と
こ
ろ
で
、
補
修
以
外
の
お
仕
事
も
あ
り

ま
す
か
？ 

（上）剥落止め　（下）裏打ち

（１）代表的な和装本の綴じ方。四か所に穴をあけて糸を通す。

（２）敦煌の莫高窟から1900年に発見されて海外に持ち出された、シ

ルクロード時代の文献。本誌2018年5月号「今月の一冊」でも紹介。

（３）動物のゼラチンを主成分とした接着剤で、水に溶かして使用する。

墨は、煤と膠を混合して作られている。
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多
い
で
す
ね
。
企
画
展
示
に
は
検
討
段
階

の
会
議
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
出
展
資

料
が
決
ま
っ
て
く
れ
ば
、
実
際
に
見
て
資

料
の
大
き
さ
を
計
測
し
て
、
例
え
ば
冊
子

だ
っ
た
ら
、
ど
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
の
か
に

よ
っ
て
、
資
料
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い

角
度
を
考
え
て
１
点
１
点
に
支
持
具
を
作

る
と
い
う
の
が
お
も
な
仕
事
で
す
。
他
部

署
の
職
員
と
共
同
で
展
示
作
業
を
す
る
の

で
、
展
示
作
業
を
実
演
・
解
説
し
た
動
画

を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

研
修
講
師
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。
先
週
は
岡
山
県
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
講
義
と
実
習
を
し
ま
す
が
、
研
修

参
加
者
用
の
実
習
道
具
や
材
料
は
全
部
持

参
し
ま
す
。
海
外
か
ら
研
修
生
を
受
け
入

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
見
学
対

応
も
で
す
ね
。
資
料
保
存
や
補
修
を
学
ん

で
い
る
学
生
さ
ん
、
国
内
外
の
保
存
修
復

家
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
、
そ
れ
か
ら
、
か

わ
い
い
か
わ
い
い
「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学

デ
ー（

４
）」

の
子
ど
も
た
ち
。

最
近
は
、
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
の
ス
キ
ャ
ニ

ン
グ
作
業
も
あ
り
ま
す
。
外
部
委
託
で
き

な
い
取
り
扱
い
の
難
し
い
資
料
は
私
た
ち

資
料
保
存
課
員
が
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

そ
ん
な
な
か
で
、
や
っ
て
て
良
か
っ
た
な

と
思
う
と
き
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
？　

こ
の
資
料
を
直
し
た
ぞ
！　

と
か
。

貴
重
書
だ
か
ら
大
事
と
い
う
わ
け
で
も
な

く
て
、
ど
の
資
料
に
も
過
不
足
な
く
、
こ

の
先
も
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
処
置
を
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
も
や
っ
て
き
た
人
が
い
て
、
リ
レ
ー

み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
。
タ
ス
キ
を
今

も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
の
で
。
少
し

で
も
い
い
状
態
で
保
管
や
閲
覧
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
が
、
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
な
と
思
う
時
で
す
ね
。

タ
ス
キ
。
い
い
言
葉
で
す
ね
。
ほ
か
に
、

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

資
料
保
存
課
全
体
で
は
修
復
の
原
則
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

尊
重
。
そ
れ
か
ら
資
料
に
と
っ
て
安
全
な

材
料
を
使
う
こ
と
。可
逆
性
が
あ
る
処
置
、

つ
ま
り
元
の
状
態
に
戻
せ
る
処
置
を
心
掛

け
る
こ
と
。
こ
れ
は
将
来
的
に
も
っ
と
適

切
な
補
修
方
法
が
見
つ
か
っ
た
時
に
、
元

の
状
態
に
戻
せ
る
ほ
う
が
い
い
た
め
で

す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
記
録
を
残
す

こ
と
。
特
に
古
典
籍
は
必
ず
写
真
も
撮
っ

て
、
何
の
材
料
を
使
っ
て
ど
う
い
う
手
順

で
ど
ん
な
処
置
を
し
た
か
を
全
部
記
録
に

残
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
に
お
け
る
資
料
保
存
の
役
割
は

年
々
重
要
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

国
立
国
会
図
書
館（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）の
中
で
は
、

資
料
保
存
課
が
中
心
に
な
っ
て
、
書
庫
の

環
境
（
温
湿
度
等
）
調
査
を
し
た
り
、
土

足
で
書
庫
に
入
る
見
学
者
に
は
靴
カ
バ
ー

を
用
意
し
た
り
、
虫
の
ト
ラ
ッ
プ
調
査
を

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
ま
す
。
施

設
担
当
の
管
理
課
と
も
連
携
協
力
し
て
い

ま
す
。
私
が
入
館
し
て
か
ら
も
、
そ
う
い

う
取
組
み
が
進
ん
で
、
全
館
に
定
着
し
て

き
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

あ
と
は
最
近
、
災
害
対
応
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
時
の
吉

田
家
文
書（

５
）だ

け
で
な
く
、熊
本
の
地
震
や
、

最
近
だ
と
台
風
被
害
と
か
、
被
災
資
料
に

関
し
て
外
部
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受

け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
、
全
国
的
に
重
要
性
が
増
し
て

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
。

資
料
保
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
内
庁
書
陵
部
の
修
補
係
の
み
な
さ
ん
と

は
仲
良
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

し
、
外
部
の
専
門
家
に
話
を
聞
く
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
ね
。
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
陸
前
高
田
市
の
古
文
書
を
直
す
と

き
、
新
し
く
導
入
し
た
「
す
き
ば
め
機（

６
）」

地図の虫損直し

（４）各省庁が連携し、子どもたちを対象に夏休みの時期に職場見学や

体験プログラムを行うイベント。本誌2020年1月号でも紹介。

（５）岩手県指定有形文化財。陸前高田市立図書館に保管されており、

津波の被害を受けたため、国立国会図書館で本格修復を行った。

（６）和紙を漉く要領で、資料の裏面から和紙の原料を流し込み、下か

ら吸引して欠損部を補填する機械。
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と
い
う
機
械
を
使
っ
た
の
で
す
が
、
外
部

の
専
門
家
の
方
を
呼
ん
で
お
話
を
伺
い
、

先
輩
職
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
あ
あ
し

よ
う
、
こ
う
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
修
復
の
や
り
方
を
確
立
し
て
い
き
ま
し

た
。
外
部
の
方
た
ち
と
の
つ
な
が
り
は
と

て
も
大
切
で
す
。

◆　

◆　

◆

そ
も
そ
も
、
こ
う
い
う
勉
強
を
さ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
？

高
校
生
ぐ
ら
い
の
と
き
に
文
化
財
修
復
に

ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
っ
た
気
持
ち
は
覚
え

て
る
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
そ
う
い
う
方
面

に
進
ま
な
い
で
文
系
の
大
学
で
民
俗
学
を

学
ん
で
卒
業
し
、
地
方
で
３
年
間
、
博
物

館
の
非
常
勤
職
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
を

将
来
に
残
す
た
め
の
手
伝
い
が
で
き
る
仕

事
に
就
き
た
い
な
、
と
漠
然
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
。
で
も
、
そ
の
と
き
に
本
の

補
修
の
世
界
が
あ
る
の
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
掛
け
軸
や
油
絵
の
修
復
を
勉
強
で

き
る
、
大
学
の
文
化
財
保
存
修
復
学
科
に

入
り
直
し
ま
し
た
。

大
学
２
～
３
年
の
時
、
授
業
の
一
環
で
東

京
の
保
存
修
復
施
設
を
あ
ち
こ
ち
訪
ね
た

中
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
資
料
保
存
課
が
あ
り
ま

し
た
。
魅
力
を
感
じ
、「
ど
う
や
っ
た
ら

こ
こ
で
働
け
る
の
か
な
？
」
と
強
烈
に

思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
で
、
ち
ょ

う
ど
４
年
生
の
時
に
こ
こ
の
試
験
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
先
生
た
ち
か
ら
、
と
て
も
人

気
だ
か
ら
無
理
か
も
し
れ
な
い
け
ど
受
け

て
み
た
ら
、
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
で
も

と
て
も
受
か
る
気
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

筆
記
試
験
を
受
け
る
時
も
地
方
か
ら
は
る

ば
る
や
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
、
宿
を

と
っ
て
。
受
か
る
か
わ
か
ら
な
い
試
験
の

た
め
に
。「
あ
～
、す
ご
い
散
財
し
て
る
な
」

と
思
い
ま
し
た（
笑
）。
合
格
し
て
よ
か
っ

た
で
す
。

昔
か
ら
手
先
が
器
用
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

今
で
も
自
分
が
あ
ま
り
器
用
だ
と
は
思
わ

な
い
で
す
ね
。
世
の
中
に
は
器
用
な
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
自
分
は
美
術
部
で
少
し
絵
を
書
い
た

り
、
ち
ょ
っ
と
縫
物
を
し
た
り
す
る
程
度

で
し
た
。
あ
と
は
…
…
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て

い
ま
し
て
、
コ
ピ
ー
し
た
ピ
ア
ノ
の
楽
譜

を
ボ
ー
ル
紙
な
ど
に
貼
っ
て
自
分
な
り
に

製
本
し
て
い
つ
も
持
っ
て
行
っ
て
た
ん
で

す
け
ど
、
先
生
に
「
こ
ん
な
に
キ
レ
イ
に

貼
る
子
は
他
に
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
。

じ
ゃ
あ
や
っ
ぱ
り
器
用
な
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
（
笑
）。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
今
で

も
何
か
作
っ
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

楽
譜
は
今
で
も
貼
っ
て
い
ま
す
よ
。
今
息

子
が
小
学
４
年
生
で
ピ
ア
ノ
を
習
わ
せ
て

い
る
の
で
、
発
表
会
で
親
子
連
弾
を
し
ま

し
た
。
上
手
に
な
る
の
を
見
る
の
は
楽
し

い
で
す
。
最
近
は
メ
ダ
カ
を
育
て
て
い
ま

す
。
昨
年
は
メ
ダ
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
て
、
見
つ
け
た
と
き
は
感
動

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

次
世
代
に
つ
な
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

お
仕
事
と
ち
ょ
っ
と
似
て
い
ま
す
ね
。
今

後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
？

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
毎
年
約
80
万
点
ほ
ど
資
料
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
原
資
料

を
長
く
保
存
し
続
け
る
こ
と
は
当
館
の
大

切
な
基
本
的
使
命
の
ひ
と
つ
で
す
。
資
料

を
よ
り
良
い
状
態
で
、
環
境
で
、
未
来
に

受
け
渡
す
こ
と
。
資
料
に
関
わ
る
全
て
の

人
が
、
そ
の
こ

と
を
心
に
と

め
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
先

も
変
わ
ら
な

い
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
ん
な
に
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
ん
で
も
、
原
資
料
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば

得
ら
れ
な
い
情
報
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
古

典
籍
の
書
庫
に
行
く
と
、
ず
ら
り
と
並
ん

だ
江
戸
期
以
前
の
資
料
に
圧
倒
さ
れ
ま
す

よ
。
ど
ん
な
に
大
勢
の
人
が
、
こ
れ
を
伝

え
て
き
て
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
。
未
来
に

伝
え
る
ん
だ
、
と
い
う
意
思
が
な
い
と
、

資
料
は
残
っ
て
い
か
な
い
。
そ
ん
な
中
で

自
分
に
出
来
る
こ
と
は
わ
ず
か
で
す
が
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
コ
ツ
コ
ツ

と
、淡
々
と
。
未
来
の
利
用
者
の
た
め
に
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

上から、補修の道具の一部、

メダカの水槽と水生植物、和紙を染める植物染料
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新
館
長
就
任

　

羽
入
佐
和
子
館
長
が
令
和
２
年
３
月
31
日
付
け
で
退
任
し
、

令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
吉
永
元
信
が
17
代
目
の
国
立
国
会

図
書
館
長
に
任
命
さ
れ
た
。
吉
永
館
長
は
、
昭
和
48
年
国
立

国
会
図
書
館
入
館
。
総
務
部
長
（
平
成
18
～
平
成
19
年
）、
副

館
長
（
平
成
19
年
か
ら
平
成
23
年
）
を
経
て
、
平
成
23
年
９
月

か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
信
州
豊
南
短
期
大
学
教
授
。
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
生
ま
れ
。

韓
国
国
会
図
書
館
、
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
と
の
業

務
交
流
（
第
９
回
）

　

令
和
２
年
２
月
26
日
～
27
日
、
東
京
本
館
に
お
い
て
標
記
の

業
務
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

広
が
る
中
、
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
の
チ
ェ
・
ジ
ヌ
ン
氏
（
科

学
放
送
通
信
チ
ー
ム
立
法
調
査
官
）
の
み
が
来
日
し
ま
し
た
。

　

共
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
技
術
革
新
」
を
テ
ー
マ
に
韓
国
側
か

ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
規
制
に
関

す
る
韓
国
国
会
に
お
け
る
立
法
議
論
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

日
本
側
か
ら
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

日
本
の
動
向
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
韓
国
国
会
図
書
館
と
の
共
同
セ
ミ
ナ
ー
は
中
止
し
、
両
国

間
で
報
告
資
料
等
を
交
換
す
る
こ
と
で
実
施
に
代
え
ま
し
た
。

報
告
書
『
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
）

の
取
組
と
課
題
』、『「
科
学
技
術
立
国
」
を
支
え
る

こ
れ
か
ら
の
研
究
者
育
成
』、『
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
の
動
向
と
課
題
』、『
ポ
ス
ト
２
０
２
０
の
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
』
を
刊
行
し
ま
し
た

　　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
令
和
元
年
度
に
行
っ
た
調
査
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
次
の
４
冊
の
報
告
書
を
刊
行
し
ま

し
た
。

【
総
合
調
査
】

『
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
）の
取
組
と
課
題
』（
調

査
資
料
２
０
１
９
‐
３
）

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
な
ど
経
済
社
会
構
造
が
変
化
す
る

中
、
我
が
国
は
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
従

来
に
も
増
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
、

政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
全
般
を
対
象
と
し
、
関
係
す
る
様
々
な
証

拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
を
活
用
し
て
政
策
を
改
善
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

の
導
入
を
図
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
、
政
策
の
論
理
や
証

拠
の
「
見
え
る
化
」
を
促
す
た
め
、
国
会
の
行
政
監
視
機
能
の

強
化
に
も
役
立
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
本
報
告
書
は
、「
第

Ⅰ
部　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
展
開
」、「
第
Ⅱ
部　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
観
点
か

ら
の
個
別
事
例
分
析
」
の
２
部
で
構
成
さ
れ
、
10
編
の
論
稿
と

用
語
集
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
第
Ⅰ
部
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
の
取
組
、
経
緯
、
外
国
事
情
を
確
認
し
た
上
で
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

の
観
点
か
ら
政
策
形
成
を
考
え
る
視
点
を
整
理
し
ま
し
た
。
第

Ⅱ
部
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
視
点
を
用
い
て
、
個
別
分
野
の

６
つ
の
政
策
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
観
点
か
ら
現
状
と
課
題

を
検
討
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

【
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

『「
科
学
技
術
立
国
」
を
支
え
る
こ
れ
か
ら
の
研
究
者
育
成
』（
調

査
資
料
２
０
１
９
‐
４
）

　

令
和
元
年
９
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
科
学

技
術
立
国
」
の
足
元
が
揺
ら
い
で
い
る
と
の
共
通
認
識
に
立
っ

て
、
天
野
絵
里
子
氏
、
榎
木
英
介
氏
、
隠
岐
さ
や
香
氏
、
林
隆

之
氏
か
ら
報
告
い
た
だ
き
、
当
館
の
綾
部
広
則
客
員
調
査
員
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
４
氏
の
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
に
加
え
、
綾
部
氏
に
よ
る
解
説
を
収
録
し

て
い
ま
す
。

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
と
課
題
』（
調
査
資
料

２
０
１
９
‐
５
）

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
様
々
な
議

論
に
つ
い
て
、
表
現
の
自
由
と
規
制
と
の
関
係
と
い
っ
た
課
題

に
着
目
し
な
が
ら
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
物
理
的
・
技
術
的
な

構
造
）
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
（
利
用
者
）
の

行
動
に
影
響
を
与
え
る
情
報
技
術
に
関
す
る
課
題
を
含
め
て
整

理
を
試
み
て
い
ま
す
。

『
ポ
ス
ト
２
０
２
０
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
』（
調

査
資
料
２
０
１
９
‐
６
）

　

我
が
国
に
お
け
る
研
究
開
発
の
動
向
と
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
政
策
の
系
譜
、
海
外
に
お
け
る
政
策
及
び
政
策
立
案
に
当

た
り
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
的
側
面
を
考
慮
す
る

取
組
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
産
学
連
携
や
研
究
開
発
型
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
我
が
国
の
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

吉永元信館長
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こ
れ
ら
の
報
告
書
を
含
め
、
国
立
国
会
図
書
館
が
国
政
審
議

の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し
た
刊
行
物
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
会
関
連
情
報>

『
調　

査
資
料
』>
２
０
２
０
年
刊
行
分

　

h
ttp
s://w

w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/jp
/d
iet/p

u
b
licatio

n
/

docum
ent/2020/index.htm

l

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
８
３
号

　

小
特
集
：
東
ア
ジ
ア
の
海
洋
関
連
法

　

韓
国
の
海
洋
警
察
法

　

台
湾
の
海
洋
基
本
法

　

Ｅ�

Ｕ
に
お
け
る
透
明
で
予
測
可
能
な
労
働
条
件
に
関
す
る
指

令��

―
新
た
な
就
業
形
態
へ
の
対
応
―

　

イ
ギ
リ
ス
の
２
０
１
９
年
ス
ト
ー
キ
ン
グ
防
御
法

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
３
０
号

　

不
動
産
登
記
制
度
の
沿
革
と
課
題

　

地�

方
法
人
課
税
の
地
域
間
税
率
格
差
―
東
京
都
内
の
自
治
体

の
税
率
は
な
ぜ
高
い
の
か
―

　

カ�

ナ
ダ
に
お
け
る
軍
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
―
国
防
省

と
退
役
軍
人
省
の
取
組
を
中
心
に
―

　

法
的
性
別
変
更
に
関
す
る
日
本
及
び
諸
外
国
の
法
制
度

　　

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

　

古
典
籍
、
憲
政
資
料
等
を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
追
加
し
ま
し
た

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
約

１
万
７
千
６
０
０
点
を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
提
供
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
総
数
は
、今
回
追
加
し
た
資
料
を
含
め
、

約
２
７
４
万
点
で
す
。

コレクション 追加数 公開 *

図書 16点

インターネット
（一部館内限定）

古典籍資料 約600点

憲政資料 約1,500点

日本占領関係資料 約12,200点

プランゲ文庫 約1,100点

館内限定録音・映像関係資料 約1,400点

地図 約600点

特殊デジタルコレクション 約200点 インターネット
（一部館内限定）

*	本文をインターネット公開していない資料についても、書誌事項（タイトル、著者等）は
インターネットから検索できます。

国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/）に追加した資料（3月17日）
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お
も
な
人
事

<
辞
職>

令
和
２
年
３
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任

		


　
　

豊
田　
　

透

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
主
任

大
曲　
　

薫

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
憲
法
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

邦
夫

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　
　

浩

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本　

康
志

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
澤　
　

聡

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

嘉
彦

<

退
職>

令
和
２
年
３
月
31
日
付
け

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

志
嘉
子

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
２
年
４
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　
　

治

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
瀨　

淳
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付

（
関
西
館
長
）		

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

本
吉　

理
彦

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
憲
法
調
査
室
主
任

（
国
際
子
ど
も
図
書
館
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
倉　

憲
一

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）    

小
池　

拓
自

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
主
任

（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
）　

   

鈴
木　
　

滋

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
主
任

（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
付
、
財
政
金
融
課
長
事

務
取
扱
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
澤　

映
司

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

倫
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室

主
任
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　

眞
樹
子

関
西
館
長
（
電
子
情
報
部
副
部
長
、
電
子
情
報
企
画
課
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
藤　

淳
子

国
際
子
ど
も
図
書
館
長
（
収
集
書
誌
部
副
部
長
）　　

   

堀　
　

純
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済

産
業
調
査
室
付
、
経
済
産
業
課
長
事
務
取
扱
）　
　
　
　

   

樋
口　
　

修

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
関
西
館
次
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
渡　

明
弘

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
主
幹　

調
査
及

び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
付
、文
教
科
学
技
術
課
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ー
ラ
ー
ミ
カ

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
副
部
長
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合

調
査
室
付
、
調
査
企
画
課
長
事
務
取
扱
）　
　
　
　
　
　

 

小
林　

公
夫

電
子
情
報
部
副
部
長
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

和
彦

総
務
部
副
部
長
、
総
務
課
長
事
務
取
扱
（
総
務
部
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

良
文

総
務
部
副
部
長
、
企
画
課
長
事
務
取
扱
（
総
務
部
企
画
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

利
康

総
務
部
副
部
長
、
会
計
課
長
事
務
取
扱
（
総
務
部
会
計
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

克
尚

総
務
部
副
部
長
、
管
理
課
長
事
務
取
扱
（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
サ
ー

ビ
ス
企
画
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

福
井　

祥
人

司
書
監　

総
務
部
付
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
長
兼

務
（
国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
長
）　　
　
　
　
　

 

紫
藤　

美
子

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
付
、
経
済
産

業
課
長
事
務
取
扱
（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
分
館
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山　

裕
之

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
課
長
）　　
　
　
　

三
輪　

和
宏

収
集
書
誌
部
副
部
長
、
収
集
・
書
誌
調
整
課
長
事
務
取
扱

（
収
集
書
誌
部
収
集
・
書
誌
調
整
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　

秋
山　
　

勉

関
西
館
次
長
（
関
西
館
電
子
図
書
館
課
長
）　　
　
　
　

  

柴
田　

昌
樹
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